
amanakakoam
anakako

P
U
B
L
IC
 
IN

F
O
R
M
A
T
IO

N
広
報
や
ま
な
か
こ
 2
0
1
6
 1
1月
号
 N
o.4
0
9

発
行
／
山
中
湖
村
役
場
　
編
集
／
企
画
ま
ち
づ
く
り
課

〒
4
0
1
-0
5
9
5
 山
梨
県
南
都
留
郡
山
中
湖
村
山
中
2
3
7
-1

T
E
L.0
5
5
5
-6
2
-9
9
7
1
　
F
A
X
.0
5
5
5
-6
2
-0
8
2
7

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 http://w

w
w
.vill.yam

anakako.lg.jp

日　SUN 月　MON 火　TUE 水　WED 木　THU 金　FRI 土　SAT

11月の行事予定
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この広報はベジタブルインキを使用しています。
植物油インキ（ベジタブルインキ）は、植物性のため地球の環境にやさしいインキです。
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山中湖村長選挙執行についてお知らせ

１２月４日（日）に山中湖村長選挙が執行されます。　
大切な１票 忘れず投票に行きましょう。
選挙期日（投票日） 12 月 4 日（日） 選挙期日の告示日 11 月 29 日（火）

投票について

～高校に就学しているお子さんのご家庭に対し、「就学助成金」を給付することになりました～

　◎投票日時 ： 12月4日（日）　午前7時～午後8時 ◎投票場所 ： 村内の4箇所の投票所です。

投票所入場券について
　告示日以降に、入場券を郵送します。 投票日には、忘れずにお持ちください。 投票所は、郵送される投票所入
場券に記載されています。
　※投票の際は、入場券を持参してください。また、入場券がまだ届いていない、もしくは紛失した場合は、
　　本人であることを確認できるもの（運転免許証、健康保険証など）を提示してください。
　※今までの投票所と異なる場合がありますので、ご確認ください。
　※投票日当日は指定の投票所以外で投票することができません。

期日前投票について
　選挙人名簿に登録されている人で、投票日（12月4日）に次のような理由のある人は、期日前投票を行うこと
ができます。
　◎仕事、学業、冠婚葬祭等のある人　　　　　　　　◎投票区外に外出、旅行、滞在、用事のある人
　◎病気やケガ、出産、身体障害等で歩行困難な人　　◎住所を移転して村外に居住している人
　この場合、投票する前に「期日前投票宣誓書」を記入する必要があります。
　※投票入場券の裏面は、「期日前（不在者）投票宣誓書兼請求書」となっています。期日前投票を行う方は、
　　事前に入場券裏面に記入をしてからお越しいただくと、受付がスムーズに行われます。 
　※入場券が届いていなくても、選挙人名簿に登録されていれば投票できます。
　　身分を証明できる運転免許証などをお持ちいただき、投票所へお越しください。

不在者投票について
　出張・旅行などの理由で選挙期間中に村外に滞在する場合、不在者投票を行うことができます。
　まずは不在者投票宣誓書（兼請求書）をご記入のうえ、山中湖村選挙管理委員会にご提出ください。
　※不在者投票宣誓書（兼請求書）は、山中湖村行政ホームページからダウンロードできます。
　　山中湖村選挙管理委員会が不在者投票宣誓書（兼請求書）を受領後、投票用紙等関係書類を本人へ郵送いたしますので、
　　郵送された書類を持参して、最寄りの市町村選挙管理委員会の不在者投票所で投票してください。
　※自宅などで投票用紙に記入されると無効になります。不在者投票証明書在中封筒は、開封すると不在者投票をすること
　　ができませんので、絶対に開けないでそのままお持ちください。
　※不在者投票所の場所や時間、投票における注意事項等は、事前に確認しておいてください。
　※不在者投票宣誓書（兼請求書）の提出は告示前からでも可能です。
　※郵送によるやり取りとなるため期間を要しますので、ご希望の場合はお早めに山中湖村選挙管理委員会へご連絡く
　　ださい。

第１投票区　　山中湖村コミュニティセンター（平野地区）　山中湖村平野283番地
第２投票区　　長池コミュニティセンター（長池地区）　　　山中湖村平野3307番地
第３投票区　　山中湖村公民館（山中地区）　　　　　　　　山中湖村山中448番地
第４投票区　　旭日丘公民館（旭日丘地区）　　　　　　　　山中湖村平野506番地の624

立候補を予定している方へ
（１）立候補予定者説明会について　　　　◎日時 ： 11月21日（月）　午後1時30分～
（２）立候補届出書類の事前審査について　◎日時 ： 11月24日（木）　午前9時～午後5時
（３）立候補届出の受付について　　　　　◎日時 ： 11月29日（火）　午前8時30分～午後5時

【場所 ： 山中湖村役場　2階 第一会議室】

期日前投票の期間、場所
　◎日時：11月30日（水）～12月3日（土）　午前8時30分～午後8時

【場所：山中湖村役場庁舎　1階ロビー】

開票について
　◎日時：12月4日（日）　午後9時～ 【場所：山中湖村老人福祉しあわせセンター】

▼助成の趣旨
　高等学校等への就学に対して、就学に係る一部を助成することにより、家庭の精神的、経済的な負担を軽減し、教育
の増進を図ることを目的として支給します。

▼対象となる方
　高等学校等へ就学している１５歳から１８歳まで（平成１０年４月２日～平成１３年４月１日生まれ）のお子さんを扶養し
ている方

　※高校生と扶養者は、村内に住所を有するとともに山中湖村に居住している方が対象です。
　　（山中湖村に住民登録がある方）

▼助成の内容
　助成の支給は、高等学校等に平成２８年１０月１日～平成２９年３月３１日
　までの在学期間とし、助成対象者１名につき１か月５千円とする。
　助成金は、年１回、平成２９年３月中に支給する予定です。

▼助成方法
　助成申請書を、山中湖村教育委員会に提出していただきます。

▼申請期間
　平成２９年２月１日（水）～平成２９年２月２８日（火）

▼申請に必要なもの等
　申請書は教育委員会窓口および村ホームページにて平成２９年１月中旬に提示します。詳細については、平成２９年１
月号広報にてお知らせする予定です。
　※なお助成対象者の方には、あらかじめお知らせのチラシ、申請書等は、送付しませんのでご注意ください。

　先月広報にてご案内いた
しました平野交差点周辺整
備／北工区について、10月
3日、起工式が執り行われま
した。
　北工区については、歴史
的価値の高い古民家2棟を
改修し、地域活動や体験学
習、イベントの開催など、
様々な活動にご利用してい
ただける施設として整備す
る計画となっております。
　工事にあたり、周辺の皆
様には何かとご迷惑をおか
けしますが、ご理解とご協力
をお願いいたします。

山中湖村高校生の就学に対する助成金について

平野交差点周辺整備事業 北工区の起工式が執り行われました。

問い合わせ　山中湖村教育委員会　学校総務係　℡.62-3813

問い合わせ　山中湖村選挙管理委員会　℡.62-1111
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② 生活の状況について ※県や全国の平均と差が大きかった項目
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平成28年度「全国学力・学習状況調査」
山中湖村立小中学校の状況について

　文部科学省は、全国の小学校6年児童及び中学3年生徒を対象に、国語と算数・数学の2教科において
「基礎（A）」「活用（B）」に関する学力調査及び学校・家庭での生活状況について調査を実施しました。本村
では、山中小学校・東小学校児童合計51名と山中湖中学校生徒37名が参加しました。
　この調査による本村の結果について、以下のとおり報告します。

　山中湖村の子どもたちの学習や生活の様子は、県と較べてほぼ同じ傾向です。その中でも、両小学校
では、生活リズムが安定し規則正しい生活をしている児童が多く、中学校では、学校生活を楽しいと感
じている生徒が多いという良い特徴がみられました。その一方、家庭での学習に対する課題はそれぞ
れの学校で結果に表れています。
　学校ごとの課題と改善策につきましては、学校から保護者の皆さんに対しお知らせしました。これ
からも学校・家庭・地域が連携し、山中湖村の子ども達の成長を支えていただきますようお願い申し上
げます。

※「県とほぼ同等である」という根拠について
　文部科学省では、平均との差プラスマイナス５点を微差とし「±５点は、ほぼ同等を意味する」として
います。山中湖村立小中学校の平均点は、県平均より２～３点上回っている教科もあり、反対に２～３
点下回っている教科もあります。いずれもプラスマイナス５点の範囲内ですので、「県とほぼ同等」とな
ります。

山中湖村教育委員会
℡62‐3813

  

▼マイナス面○プラス面

▼マイナス面○プラス面

【小学校２校共通事項】

主  な  傾  向

学習活動

 
生活習慣

社会性
規範意識

○国語や算数の勉強への関心が高い。

○言語活動や読解力の値が高く、家庭での学習時間も増加の傾向にある。

▼土日にもよく勉強しているが、長時間学習している児童が少ない。

○学校のきまり・友達との約束を守ろうとする児童が多い。
○社会への関心が高い児童が多く、話し合いや意見発表など主体的な取り組み
　が多くみられる。
○いじめを良くないと考える児童が多い。

○生活リズムが安定し、規則正しい生活をしている児童が多い。

○自尊感情や規範意識が高く、将来の夢や目標を持っている児童の割合が多い。

【中学校】

主  な  傾  向
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 生活習慣

社会性
規範意識

○自分の考えを発表する機会が多く、発表が得意と感じている生徒が多い。

▼家庭で学習する時間が短い。

○いじめに対する意識が高い。

○ものごとを最後までやり遂げた喜びを経験している生徒が多い。

▼自己肯定感をもてない傾向がある。

○学校に行くのが楽しい、友達に会うのが楽しいと感じている生徒が多い。

▼スマホやテレビゲーム等に費やす時間が多い生徒がいる。
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税務署からのお知らせ
税務住民課　℡.62-9972

No.
159

今月は、国民健康保険税【第５期】の納期限です。
税金は納期内に納めましょう！

納期限・口座振替日：11月30日（水）

◇開 催 日 ： １１月８日（火）
◇開催場所 ： ふじさんホール（大ホール）　富士吉田市緑が丘２－５－２３　　℡.０５５５－２３－３１００
◇開催時間 ： 〈用紙の配布〉午後１時～１時３０分　〈説明会〉午後１時３０分～４時
◇対象地域 ： 富士吉田市・富士河口湖町・忍野村・鳴沢村・山中湖村
◇問合せ先 ： 大月税務署　法人課税第１部門（源泉所得税担当）　 ℡.０５５４－２２－３１５１（内線４４）

高等学校等就学支援金の申請に伴う所得課税証明等の有料化について

①所得課税証明書（役場で発行）
②村県民税等の「特別徴収税額の決定・変更通知書」（勤務先を通じ、毎年６月に配布されますので、大切に保管してください。）
③村県民税納税通知書（毎年６月に普通徴収の方に村から送付されています。）
　※源泉徴収票では確認できません。
　　税の申告をしておらず、所得課税証明等が発行されない場合は、まず税務住民課で申告をお願いします。

市町村民税所得割額は以下の書類で確認できます。

　高等学校等就学支援金の申請に必要な添付資料として、従来から所得課税証明については、無料で発行してきま
したが、近隣市町村との整合性等を鑑み、次回申請時から有料（３００円）となります。
　該当するご家庭には、大変申し訳ありませんが、ご理解の程よろしくお願いします。

平成２８年分 年末調整等説明会の開催について
　本年も年末調整の時期が近づいてきました。大月税務署及び山中湖村では、年末調整のしかた及び法定調書・給与支払
報告書の作成と提出方法等の事務手続きを円滑に行っていただくため、以下の日程で『年末調整等説明会』を開催します。

こくみん
ねんきん
　　国民年金保険料は所得税法及び地方税法上、健康保険や厚生年金などの社会保険料を納めた場合と同様に、
社会保険料控除としてその年の課税所得から控除され、税額が軽減されます。
　控除の対象となるのは、平成28年1月から12月までに納められた保険料の全額です。過去の年度分や追納された
保険料も含まれます。
　また、ご自身の保険料だけではなく、配偶者やご家族（お子様等）の負担すべき国民年金保険料を支払っている場
合、その保険料も合わせて控除が受けられます。
　なお、平成28年中に納付した国民年金保険料について、社会保険料控除を受けるためには、年末調整や確定申告
を行うときに、領収書など保険料を支払ったことを証明する書類の添付が必要となります。
　このため、平成28年1月1日から９月30日までの間に国民年金保険料を納付された方には、11月上旬に日本年金
機構から「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が送られますので、申告書の提出の際には必ずこの証明書ま
たは領収書を添付してください。（平成28年10月1日から12月31日までの間に、今年はじめて国民年金保険料を納
められた方へは、翌年の2月上旬に送られます。）    
　税法上とても有利な国民年金は、老後はもちろん不慮の事故など万一のときにも心強い味方となる制度です。保
険料は納め忘れのないようキチンと納めましょう。 

納めた国民年金保険料は
全額が社会保険料控除の対象です！

問い合わせ　日本年金機構大月年金事務所　℡.0554-22-5837

　保育所を利用する場合、「保育の必要性の認定申請」が必要になり、
認定結果によって保育所の利用時間が決定されます。
　・保育標準時間（午前７時３０分から午後６時３０分までのうちの保育必要時間）
　・保育短時間（午前８時３０分から午後４時３０分までのうちの保育必要時間）
　　上記の時間以外は、時間外保育となり時間外保育料が発生します。
　　保育所の開所時間は、午前７時３０分から午後７時１５分までです。

【保育の必要性の認定申請および保育所入所申請の期間】
　申請書配布　１１月１5日（火）～
　配布場所　いきいき健康課窓口（役場隣老人福祉しあわせセンター内）または山中保育所・平野保育所

　申請場所　いきいき健康課・山中保育所・平野保育所のいずれかの窓口

【添付書類】保育を必要とする事由と証明する書類（※父母それぞれの提出が必要です！）
　○就労（家庭内・外）  ⇒　勤務証明・内職証明書
　○自営業   ⇒　自営業証明書(民生委員の証明が必要)
　○母親の妊娠・出産等 ⇒　保育の必要性の申立書・母子手帳
　○保護者の疾病、障害 ⇒　保育の必要性の申立書・医師の診断書
　○災害復旧   ⇒　保育の必要性の申立書・罹災証明
　○求職活動   ⇒　保育の必要性の申立書・採用予定証明書もしくはハローワークの登録証
　○就学   ⇒　保育の必要性の申立書・在学証明書等
　○その他   ⇒　保育を必要とする書類
■認定申請および保育所入所の決定は、2月上旬までに通知します。
■年度途中の入所・夏季のみの入所、またすでに山中湖村以外の保育所に通われている方も、今回の保育認
　定申請および保育所への入所手続きが必要です。在園児については保育所にて申し込み書類を配布します。
■広域保育（山中湖村以外の公立保育所に入所）を希望される方は一度ご相談ください。
■保育料は児童の父母の平成28年度市町村民税所得割額（保育料4月～8月分に適用）・平成29年度市町
村民税所得割額（保育料9月～3月分に適用）から該当する階層を区分し「保育料徴収金基準額表」により決
定します。

　児童虐待は、子どもの心身の成長や人格形成に重大な悪影響を
与えるため、できるだけ早く発見して保護する必要があります。
　児童虐待を疑わせる下記のような状況にお気づきの方は、ご連
絡ください。連絡をいただいた方の秘密は堅く守ります。
　◎怒鳴り声や、たたく音、子どもの泣き声がいつも聞こえる。
　◎子どもに内出血による“あざ”や不自然な傷が見られる。
　◎子どもの衣服や身体がいつも汚れている。
　◎小さな子どもを残してよく外出する。 など

いきいき健康課　福祉係　℡.62-9976問い合わせ

連 絡 先 ・市町村児童相談窓口　山中湖村役場いきいき健康課　℡62-9976
・都留児童相談所　　　℡0554-45-7838　FAX 0554-45-7836
　　　　　　　　　　　（夜間・休日）℡0554-45-7898
・全国共通3桁ダイヤル　℡189（お住まいの地域の児童相談所につながります。）

平成２9年度

子どもへの虐待に気づいたら…    　　
１１月は、児童虐待防止推進月間です。

※受付期間中に、どうしても窓
口に来られない場合は、一
度いきいき健康課にご連絡
ください。

　申請受付　１１月２1日（月）～２5日（金）午前９時～午後5時

保育の認定申請および入所申請は、今月です！保育の認定申請および入所申請は、今月です！
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今月は、国民健康保険税【第５期】の納期限です。
税金は納期内に納めましょう！
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高等学校等就学支援金の申請に伴う所得課税証明等の有料化について

①所得課税証明書（役場で発行）
②村県民税等の「特別徴収税額の決定・変更通知書」（勤務先を通じ、毎年６月に配布されますので、大切に保管してください。）
③村県民税納税通知書（毎年６月に普通徴収の方に村から送付されています。）
　※源泉徴収票では確認できません。
　　税の申告をしておらず、所得課税証明等が発行されない場合は、まず税務住民課で申告をお願いします。

市町村民税所得割額は以下の書類で確認できます。

　高等学校等就学支援金の申請に必要な添付資料として、従来から所得課税証明については、無料で発行してきま
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　該当するご家庭には、大変申し訳ありませんが、ご理解の程よろしくお願いします。

平成２８年分 年末調整等説明会の開催について
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こくみん
ねんきん
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　児童虐待は、子どもの心身の成長や人格形成に重大な悪影響を
与えるため、できるだけ早く発見して保護する必要があります。
　児童虐待を疑わせる下記のような状況にお気づきの方は、ご連
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　◎子どもに内出血による“あざ”や不自然な傷が見られる。
　◎子どもの衣服や身体がいつも汚れている。
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・全国共通3桁ダイヤル　℡189（お住まいの地域の児童相談所につながります。）

平成２9年度

子どもへの虐待に気づいたら…    　　
１１月は、児童虐待防止推進月間です。

※受付期間中に、どうしても窓
口に来られない場合は、一
度いきいき健康課にご連絡
ください。

　申請受付　１１月２1日（月）～２5日（金）午前９時～午後5時

保育の認定申請および入所申請は、今月です！保育の認定申請および入所申請は、今月です！



広報やまなかこ 2016年11月号

「基礎代謝アップ教室」
～ちょっとふしぶしが気になってくるお年頃のための教室です。～

　なんとなく膝が気になる。腰が痛い時がある。そんなあなたのために、筋肉をほぐ
して違和感を改善する体操を行います。
　普段の生活では動かさない筋肉を刺激して、体の負担を軽くします。それが基礎代
謝を増やす事にもつながります。
　忙しい方にも参加できるよう、1時間で自宅に帰れる教室です。
ご利用ください。

≪申込み≫　１１月１日（火）8時30分より
　　　　　　連絡先 ℡.62－9976（いきいき健康課・健康係）【先着20名】　　 

≪講　師≫　杉山和代さん　（所持資格　公認健康運動実践指導者、スポーツプログラマー等）

≪持ち物≫　バスタオル　飲み物　運動のできる服装

教室に参加して眠っている筋肉を目覚めさせ、基礎代謝を上げましょう。

問い合わせ　いきいき健康課　健康係　℡.６２－９９７６

教室の日程

時　間

場　所

参 加 費

１１月１７日・２４日 ／ １２月１日・８日・１５日　木曜開催（計５回）

対 象 者 おおむね40代、50代、60代の山中湖村にお住まいの方
（医師による運動制限の無い方）

午後７時30分～８時15分

老人福祉しあわせセンター（役場敷地内）

無　料

問い合わせ　いきいき健康課　健康係　℡.62-9976

問い合わせ　山梨県弁護士会　℡.055-235-7202

インフルエンザ予防接種助成について

山梨県弁護士会 巡回無料法律相談会

　平野診療所でインフルエンザ予防接種をする方への助成方法について、全ての年齢の方が医療機関窓口で
助成を利用できるようになりました。役場での申請手続きは不要です。
＜変更点について＞

　山梨県弁護士会では、法律援助事業として巡回無料法律相談会を実施します。法律的な内容でお困りの方
は、この機会にご相談ください。
≪日　　時≫　１１月８日（火）　午後１時～４時　（受付時間　午後１時～３時３０分）
≪場　　所≫　山中湖村役場　第2会議室
≪相談内容≫　離婚、相続、土地・建物の賃貸借、交通事故、損害賠償など　≪相談方法≫　面談のみ（当日受付） ※接種料金や予約等については、直接平野診療所(℡.28-7345)にお問い合わせください。

※高校卒業～６４歳までの方で平野診療所以外の医療機関で接種する方は、役場での申請が必要となります。
　インフルエンザ予防接種助成について、詳しくは広報10月号をご確認ください。

※受付時間内に、お手元にある関係資料などと、お聞きになりたいことをまとめて開催場所にお越しください。
※時間的な制約から、場合によっては受付時間前に打ち切ることがあります。ご了承ください。

接種する日の年齢

６ヶ月から中学３年生まで（１回目）

高校生相当～６４歳

６５歳以上

窓口助成回数

1回目

2回目※原則１３歳未満

1回

1回

助成金額(全て窓口助成となります)

2,500円

1,500円

窓口助成2,500円※平野診療所で接種する場合に限る

2,500円

問い合わせ　山梨県弁護士会　℡.055-235-7202

問い合わせ　山中湖村教育委員会　℡.６２-３８１３

第40回 山中湖村文化祭のお知らせ
　山中湖村文化協会では、一人でも多くの方々に発表の場を提供し、また、広く一般の皆さんに鑑賞していただ
くことにより、それぞれの情操と技術の向上を図ることを目的に、恒例の文化祭を開催します。
　期間は、１１月２日（水）から６日（日）まで、山中湖村公民館で開催します。期間中は、俳句・陶芸・書道・ニット・
手芸など沢山の作品展示を行います。
　１１月２日（水）は、式典終了後に芸能発表を行います。文化協会員の大正琴、詩吟、コーラス、踊りなどをはじ
め、一般参加者、山中小学校、東小学校の児童の出演もあり、盛り沢山の内容となっております。
　芸能発表・作品展示ともに、子供から大人まで幅広い年代層の力作が揃いましたので、ご近所お誘いあわせの
うえ、ご鑑賞ください。
≪作品展示≫　１１月２日（水）～６日（日）　午前９時～午後５時
≪芸能発表≫　１１月２日（水）　午前１０時００分～（式典）　式典終了後～（芸能発表）
≪特別出演≫　午後２時００分～（東小学校）　午後２時２０分～（山中小学校）
　　　　　　　※詳細につきましては新聞折込みのプログラムでご確認ください。
≪会　　場≫　山中湖村公民館（山中湖郵便局隣）
≪主　　催≫　山中湖村文化協会　　≪後　　援≫　山中湖村・山中湖村教育委員会

なお、お車でご来場の
際は、乗り合わせてお
越しください。

問い合わせ　山梨県弁護士会　℡.055-235-7202

広報やまなかこに関するアンケートにご協力をお願いします。

巡回無料法律相談会
　山中湖村では、より多くの方々に本村を知っていただきたく、「広報やまなかこ」を制作しております。このた
び、皆さんのご意見を広報誌制作の参考とすべく、アンケート調査を行うこととしました。
　回答は統計的に処理され、個人情報が公表されることはありません。また、調査データをアンケートの目的以
外に利用することはありません。
　つきましては、調査の趣旨にご理解いただき、ご協力くださいますようお願いします。
　なお、アンケート用紙での回答を希望される方は、用紙を窓口にて用意しておりますので、役場企画まちづく
り課までお越しください。

≪回答のしかた≫　「やまなしくらしねっと」のホームページよりご回答いただけます。
（ＰＣ）https://www.e-tetsuzuki99.com/eap-
        jportal/Entrance.do?command=PKG_DETAIL&lcd=194255&pkgId=kouhou
（モバイル）https://www.e-tetsuzuki99.com/eap-
               mobile/Entrance.do?command=APPLY&lcd=194255&pkgId=kouhou

問い合わせ　　企画まちづくり課　情報管理係　℡.62-9971
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外に利用することはありません。
　つきましては、調査の趣旨にご理解いただき、ご協力くださいますようお願いします。
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≪回答のしかた≫　「やまなしくらしねっと」のホームページよりご回答いただけます。
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        jportal/Entrance.do?command=PKG_DETAIL&lcd=194255&pkgId=kouhou
（モバイル）https://www.e-tetsuzuki99.com/eap-
               mobile/Entrance.do?command=APPLY&lcd=194255&pkgId=kouhou

問い合わせ　　企画まちづくり課　情報管理係　℡.62-9971
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Report Report

「災害時における畳の提供に関する協定」を
　　　　　　　　　　　　　　　　締結しました。　

１０
月
６
日（
木
曜
日
）、全
国
の
畳

店
で
構
成
す
る「
５
日
で
５
０
０
０
枚

の
約
束
。プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員

会
」と
、災
害
時
に
お
け
る
畳
の
提
供

に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
こ
の
協
定
に
よ
り
、災
害
時
に
避
難

所
な
ど
で
使
用
す
る
た
め
の
畳
を
無

償
で
提
供
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
、災
害
に
備
え
関
係
す
る

団
体
や
企
業
等
と
災
害
時
に
お
け
る

協
定
の
締
結
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

山中湖おもてなしの会により、
平野地区湖畔周辺の清掃活動が行われました。

　
今
年
度「
山
中
湖
村
ま
ち
づ
く
り
補
助
金
交

付
事
業
」の
補
助
対
象
事
業
者
で
あ
る
山
中
湖

お
も
て
な
し
の
会
で
は
、「
山
中
湖
1
周
ぐ
る
り

ん
ゴ
ミ
拾
い
」と
し
て
、村
内
各
所
で
自
主
的
な

清
掃
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。今
回
は
、平
野
地

区
の
主
要
部
で
あ
る
バ
ス
ロ
ー
タ
リ
ー
周
辺
、

ち
び
っ
こ
広
場
周
辺
、湖
へ
の
流
れ
出
し
の
清

掃
を
行
い
、通
常
の
ゴ
ミ
に
加
え
、鉄
骨
や
ト
タ

ン
な
ど
の
大
き
な
ゴ
ミ
も
回
収
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、今
回
の
活
動
は
、前
述
の
ぐ
る
り
富

士
山
の
取
組
に
賛
同
し
、清
掃
強
化
月
間
に
時

期
を
合
わ
せ
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
山
中
湖
中
学
校

で
は
、夏
休
み
中
に

ト
イ
レ
の
改
修
工

事
が
行
わ
れ
１
階

か
ら
３
階
ま
で
全

て
の
ト
イ
レ
が
新

し
く
な
り
ま
し
た
。

明
る
く
清
潔
な
ト

イ
レ
に
生
ま
れ
変

わ
り
、生
徒
た
ち
も

ト
イ
レ
が
き
れ
い

に
な
っ
た
と
喜
ん

で
い
ま
す
。新
し
い

居
場
所
づ
く
り
の

た
め
、ベ
ン
チ
や
花

台
な
ど
も
設
置
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
デ
ザ

イ
ン
の
山
中
湖
ら

し
い
ト
イ
レ
が
完

成
し
ま
し
た
。

中学校のトイレが生まれ変わりました！

　「
ぐ
る
り
富
士
山
風
景
街
道
ア
ク
シ
ョ
ン

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」は
、富
士
山
を
取
り
巻
く
山

梨
県
側
と
静
岡
県
側
の
N
P
O
法
人
や
活
動

団
体
な
ど
が
連
携
・
協
働
し
、よ
り
魅
力
的
な

富
士
山
麓
地
域
を
築
い
て
ゆ
こ
う
と
す
る
連

合
体
で
す
。こ
の「
ぐ
る
り
富
士
山
風
景
街
道

ア
ク
シ
ョ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」で
は
、10
月
を

清
掃
強
化
月
間
と
し
て
設
定
し
て
い
ま
す
。

　
山
中
湖
村
で
は
、こ
の
活
動
に
加
盟
す
る

N
P
O
法
人
富
士
山
自
然
学
校
の
皆
さ
ん
に

よ
り
、交
流
プ
ラ
ザ
周
辺
の
清
掃
活
動
が
行

わ
れ
ま
し
た
。廃
タ
イ
ヤ
や
花
火
、空
き
缶
な

ど
の
ゴ
ミ
の
他
、枯
草
や
落
ち
た
枝
の
撤
去

も
行
わ
れ
、よ
り
散
策
し
や
す
い
水
辺
と
な

り
ま
し
た
。

ぐるり富士山風景街道
交流プラザ周辺の清掃を行いました。

天野くめ子さん 満100歳
　
天
野
く
め
子
さ
ん
は
、3
月
15
日

に
満
１
０
０
歳
の
お
誕
生
日
を
迎
え

ら
れ
ま
す
。

　
村
で
は
、9
月

30
日（
金
）慶
祝

状
、記
念
品
、花
束
を
贈
呈
し
に
高
村

文
教
村
長
を
は
じ
め
、高
村
利
貴
雄

長
寿
会
長
、長
田
敏
貴
民
生
委
員
副

会
長
、社
会
福
祉
協
議
会
の
方
々
と

ご
自
宅
を
訪
問
し
て
き
ま
し
た
。

　
く
め
子
さ
ん
は
、日
々
、デ
イ
サ
ー

ビ
ス
に
通
い
、お
友
達
と
会
話
を
し

た
り
、手
遊
び
を
楽
し
む
な
ど
、と
て

も
元
気
で
し
た
。ご
家
族
が
お
っ
し
ゃ

る
に
は
、コ
ー
ヒ
ー
も
毎
日
お
飲
み
に

な
る
な
ど
、若
者
に
負
け
な
い
パ
ワ
ー

を
感
じ
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
益
々
ご
健
康
で
過
ご

さ
れ
る
こ
と
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

　
男
性
の
料
理
教
室『
富

士
メ
ン
ズ
ク
ッ
ク
塾
』で

は
、偶
数
月
は
料
理
を
行

い
、奇
数
月
は
イ
ベ
ン
ト

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、イ
ベ
ン
ト
月

で
富
士
五
湖
消
防
署
の

方
に
お
願
い
し『
救
命
講

習
会
』を
開
催
し
ま
し
た
。

　
２
時
間
の
講
習
会
の
中
で
は
、人
形
を
使
用
し
な

が
ら
４
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、救
急
蘇
生
法
や

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
等
を
学
び
ま
し
た
。も
し
目
の
前

に
傷
病
者
が
い
た
時
に
、人
工
呼
吸
が
で
き
な
く
て

も
、胸
骨
圧
迫
の
み
で
も
や
る
と
や
ら
な
い
の
で
は

違
う
そ
う
で
す
。

　
胸
骨
圧
迫
で
は
、①
た
だ
ち
に（
胸
骨
圧
迫
を
開

始
す
る
）②
強
く（
約
５
c
m
程
度
）③
速
く（
１
分

間
に
１
０
０
〜
１
２
０
回
の
速
さ
で
）④
絶
え
間
な

く
、と
い
う
事
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
そ
う
で
す
。

　
講
習
中
は
、消
防
署
の
方
の
わ
か
り
や
す
く
楽
し

い
講
義
で
、参
加
者
の
方
か
ら
も
質
問
が
出
る
な

ど
、積
極
的
に
参
加
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

富士メンズクック塾
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富士メンズクック塾
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第５６回 山中湖村民体育祭開催

　

恒
例
の
村
民
体
育
祭
が
、１０
月
５
日（
水
）

に
交
流
プ
ラ
ザ
き
ら
ら 

人
工
芝「
ぴ
っ
ち
」に

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
各
選
手
団
の
堂
々
た
る
入
場
に
続
き
、山

中
湖
中
学
校
３
年
生 

椙
浦
元
貴
く
ん
と
杉

浦
優
香
さ
ん
が
聖
火
を
点
火
、前
回
優
勝
の

平
野
地
区
代
表 

長
田
晃
さ
ん
が
力
強
い
選

手
宣
誓
を
行
い
ま
し
た
。

　
開
会
式
で
は
、体
育
部
門
で
全
国
・
関
東
お

よ
び
県
下
で
活
躍
さ
れ
た
個
人
や
団
体
に
体

育
協
会
長
か
ら
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、保
育
園
児
や
小
中
学
生
の
素
晴

ら
し
い
団
体
演
技
が
あ
り
、長
い
間
の
練
習

の
成
果
が
披
露
さ
れ
、会
場
か
ら
多
く
の
歓

声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　
午
後
の
部
で
は
、得
点
種
目
４
競
技
が
あ

り
、特
に「
風
神
火
山
・
鉄
人
つ
ら
い
ア
ス
ロ
ン

競
技
」で
は
、笑
い
を
誘
う
場
面
が
多
く
見
ら

れ
、大
勢
の
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま

し
た
。一
方
、す
べ
て
の
得
点
種
目
で
は
、５
地

区
の
代
表
選
手
が
白
熱
し
た
競
技
を
展
開

し
、そ
の
結
果
、見
事
長
池
チ
ー
ム
が
優
勝
さ

れ
ま
し
た
。

　
本
年
は
、ボ
リ
ュ
ー
ム
ア
ッ
プ
し
た
数
々
の

出
店
ブ
ー
ス
が
あ
り
、一
日
中
多
く
の
人
で
賑

わ
い
を
み
せ
体
育
祭
に
華
を
添
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、群
馬
県
嬬
恋
村
産
の
キ
ャ
ベ
ツ
の
販

売
を
行
い
ま
し
た
が
、こ
ち
ら
も
大
好
評
で
、

多
く
の
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
参
加
さ
れ
た
村
民
の
皆
さ
ん
、運
営
に
ご

協
力
い
た
だ
い
た
大
会
役
員
の
皆
さ
ん
、ス

ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
皆
さ
ん
、体
育
委
員
の

皆
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

第
４６
回
山
中
湖
村
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
が
、１０
月
６
日
か

ら
１１
日
ま
で
、村
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。１０
チ
ー
ム
が

参
加
し
白
熱
し
た
試
合
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。結
果
は
、A
級
の
部

で
は
優
勝
が
あ
さ
ひ
食
堂
、準
優
勝
が
F
a
t
b
o
y
s
で
し
た
。

　
ま
た
、B
級
の
部
優
勝
は
山
中
青
年
団
、準
優
勝
は
大
日
本
人
で

し
た
。

　
大
会
に
参
加
さ
れ
た
各
チ
ー
ム
、運
営
に
ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
審
判
部
の
皆
さ
ん
、お
疲
れ
様
で
し
た
。

Report Report

　

９
月
１７
日（
土
）小
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園
武

道
館
ア
リ
ー
ナ
で
開
催
さ
れ
た
第
６９
回
山
梨

県
体
育
祭
り
総
合
開
会
式
の
席
上
で
、長
田

道
廣
氏
・
坂
本
静
男
氏
の
両
氏
が
平
成
２８
年

度
山
梨
県
体
育
協
会
功
労
者
表
彰
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　
長
田
道
廣
氏
は
、総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
の
代
表
と
し
て
地
域
の
体
育
振
興
に

貢
献
。テ
ニ
ス
を
通
じ
て
小
中
学
生
の
育
成

に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、坂
本
静
男
氏
は
、山
梨
県
野
球
連

盟
南
都
留
支
部
の
中
心
的
存
在
と
し
て
組

織
を
強
化
し
、学
童
低
学
年
向
け
に
研
修
大

会
を
企
画
・
運
営
に
あ
た
り
、野
球
競
技
の

普
及
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
功
績
が
認
め
ら
れ
て
の
受
賞
で

あ
り
ま
す
が
、お
二
人
に
は
、ま
す
ま
す
地
域

の
ス
ポ
ー
ツ
普
及
振
興
に
ご
活
躍
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

平成２８年度
山梨県体育協会功労者表彰受賞おめでとうございます。

Ａ級の部
Ｂ級の部

優　勝
あさひ食堂
山中青年団

準優勝
Fatboys
大日本人

最優秀選手
村田　幸家
渡邊　弘喜

あさひ食堂A級の部 優勝 山中青年団B級の部 優勝

Fa t b o y s 大日本人A級の部 準優勝 Ｂ級の部 準優勝

第４６回 山中湖村ソフトボール選手権大会開催

第１４回 全国中学校ヨット選手権大会 ５位入賞

　

１０
月
１
日（
土
）甲
府
市
に
あ
る
山
梨
中

銀
ス
タ
ジ
ア
ム
で
の
横
浜
F
・
マ
リ
ノ
ス
戦

で
、ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府
の
ホ
ー
ム
タ
ウ

ン
サ
ン
ク
ス
デ
ー
が
富
士
吉
田
市
と
共
同

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
を

は
じ
め
村
の
子
ど
も
達
は
、試
合
開
始
時
に

フ
ェ
ア
プ
レ
イ
フ
ラ
ッ
グ
を
持
っ
て
の
行
進

や
、選
手
と
手
を
つ
な
い
で
入
場
を
行
い
ま

し
た
。ま
た
本
村
か
ら
は
、各
チ
ー
ム
に
山

中
湖
ワ
イ
ン
の
贈
呈
も
行
い
ま
し
た
。

　
第
１４
回
全
国
中
学
校
ヨ
ッ
ト
選
手
権
大
会
が

８
月
２０
日
〜
８
月
２１
日
の
２
日
間
千
葉
県
稲
毛

市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。山
中
湖
中
学
校
ヨ
ッ
ト

部
は
、シ
ー
ホ
ッ
パ
ー
級
Ｓ
Ｒ
・
ミ
ニ
ホ
ッ
パ
ー

級
・
Ｏ
Ｐ
級
の
全
種
目
に
エ
ン
ト
リ
ー
を
行
い
ま

し
た
。過
去
に
は
で
き
な
か
っ
た
フ
ル
エ
ン
ト

リ
ー
が
で
き
た
お
陰
で
、団
体
で
５
位
入
賞
を
果

た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。大
会
当
日
、日
頃
の

山
中
湖
で
の
練
習
と
一
味
も
二
味
も
違
っ
た
千
葉

の
海
に
意
気
揚
々
と
出
艇
し
、生
徒
全
員
が
千

葉
の
暑
さ
に
も
め
げ
ず
、元
気
一
杯
に
レ
ー
ス
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。

ヴァンフォーレ甲府
山中湖村ホームタウンサンクスデー
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第５６回 山中湖村民体育祭開催

　

恒
例
の
村
民
体
育
祭
が
、１０
月
５
日（
水
）

に
交
流
プ
ラ
ザ
き
ら
ら 

人
工
芝「
ぴ
っ
ち
」に

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
各
選
手
団
の
堂
々
た
る
入
場
に
続
き
、山

中
湖
中
学
校
３
年
生 

椙
浦
元
貴
く
ん
と
杉

浦
優
香
さ
ん
が
聖
火
を
点
火
、前
回
優
勝
の

平
野
地
区
代
表 

長
田
晃
さ
ん
が
力
強
い
選

手
宣
誓
を
行
い
ま
し
た
。

　
開
会
式
で
は
、体
育
部
門
で
全
国
・
関
東
お

よ
び
県
下
で
活
躍
さ
れ
た
個
人
や
団
体
に
体

育
協
会
長
か
ら
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、保
育
園
児
や
小
中
学
生
の
素
晴

ら
し
い
団
体
演
技
が
あ
り
、長
い
間
の
練
習

の
成
果
が
披
露
さ
れ
、会
場
か
ら
多
く
の
歓

声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　
午
後
の
部
で
は
、得
点
種
目
４
競
技
が
あ

り
、特
に「
風
神
火
山
・
鉄
人
つ
ら
い
ア
ス
ロ
ン

競
技
」で
は
、笑
い
を
誘
う
場
面
が
多
く
見
ら

れ
、大
勢
の
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま

し
た
。一
方
、す
べ
て
の
得
点
種
目
で
は
、５
地

区
の
代
表
選
手
が
白
熱
し
た
競
技
を
展
開

し
、そ
の
結
果
、見
事
長
池
チ
ー
ム
が
優
勝
さ

れ
ま
し
た
。

　
本
年
は
、ボ
リ
ュ
ー
ム
ア
ッ
プ
し
た
数
々
の

出
店
ブ
ー
ス
が
あ
り
、一
日
中
多
く
の
人
で
賑

わ
い
を
み
せ
体
育
祭
に
華
を
添
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、群
馬
県
嬬
恋
村
産
の
キ
ャ
ベ
ツ
の
販

売
を
行
い
ま
し
た
が
、こ
ち
ら
も
大
好
評
で
、

多
く
の
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
参
加
さ
れ
た
村
民
の
皆
さ
ん
、運
営
に
ご

協
力
い
た
だ
い
た
大
会
役
員
の
皆
さ
ん
、ス

ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
皆
さ
ん
、体
育
委
員
の

皆
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

第
４６
回
山
中
湖
村
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
が
、１０
月
６
日
か

ら
１１
日
ま
で
、村
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。１０
チ
ー
ム
が

参
加
し
白
熱
し
た
試
合
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。結
果
は
、A
級
の
部

で
は
優
勝
が
あ
さ
ひ
食
堂
、準
優
勝
が
F
a
t
b
o
y
s
で
し
た
。

　
ま
た
、B
級
の
部
優
勝
は
山
中
青
年
団
、準
優
勝
は
大
日
本
人
で

し
た
。

　
大
会
に
参
加
さ
れ
た
各
チ
ー
ム
、運
営
に
ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
審
判
部
の
皆
さ
ん
、お
疲
れ
様
で
し
た
。

Report Report

　

９
月
１７
日（
土
）小
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園
武

道
館
ア
リ
ー
ナ
で
開
催
さ
れ
た
第
６９
回
山
梨

県
体
育
祭
り
総
合
開
会
式
の
席
上
で
、長
田

道
廣
氏
・
坂
本
静
男
氏
の
両
氏
が
平
成
２８
年

度
山
梨
県
体
育
協
会
功
労
者
表
彰
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　
長
田
道
廣
氏
は
、総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
の
代
表
と
し
て
地
域
の
体
育
振
興
に

貢
献
。テ
ニ
ス
を
通
じ
て
小
中
学
生
の
育
成

に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、坂
本
静
男
氏
は
、山
梨
県
野
球
連

盟
南
都
留
支
部
の
中
心
的
存
在
と
し
て
組

織
を
強
化
し
、学
童
低
学
年
向
け
に
研
修
大

会
を
企
画
・
運
営
に
あ
た
り
、野
球
競
技
の

普
及
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
功
績
が
認
め
ら
れ
て
の
受
賞
で

あ
り
ま
す
が
、お
二
人
に
は
、ま
す
ま
す
地
域

の
ス
ポ
ー
ツ
普
及
振
興
に
ご
活
躍
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

平成２８年度
山梨県体育協会功労者表彰受賞おめでとうございます。

Ａ級の部
Ｂ級の部

優　勝
あさひ食堂
山中青年団

準優勝
Fatboys
大日本人

最優秀選手
村田　幸家
渡邊　弘喜

あさひ食堂A級の部 優勝 山中青年団B級の部 優勝

Fa t b o y s 大日本人A級の部 準優勝 Ｂ級の部 準優勝

第４６回 山中湖村ソフトボール選手権大会開催

第１４回 全国中学校ヨット選手権大会 ５位入賞

　

１０
月
１
日（
土
）甲
府
市
に
あ
る
山
梨
中

銀
ス
タ
ジ
ア
ム
で
の
横
浜
F
・
マ
リ
ノ
ス
戦

で
、ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府
の
ホ
ー
ム
タ
ウ

ン
サ
ン
ク
ス
デ
ー
が
富
士
吉
田
市
と
共
同

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
を

は
じ
め
村
の
子
ど
も
達
は
、試
合
開
始
時
に

フ
ェ
ア
プ
レ
イ
フ
ラ
ッ
グ
を
持
っ
て
の
行
進

や
、選
手
と
手
を
つ
な
い
で
入
場
を
行
い
ま

し
た
。ま
た
本
村
か
ら
は
、各
チ
ー
ム
に
山

中
湖
ワ
イ
ン
の
贈
呈
も
行
い
ま
し
た
。

　
第
１４
回
全
国
中
学
校
ヨ
ッ
ト
選
手
権
大
会
が

８
月
２０
日
〜
８
月
２１
日
の
２
日
間
千
葉
県
稲
毛

市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。山
中
湖
中
学
校
ヨ
ッ
ト

部
は
、シ
ー
ホ
ッ
パ
ー
級
Ｓ
Ｒ
・
ミ
ニ
ホ
ッ
パ
ー

級
・
Ｏ
Ｐ
級
の
全
種
目
に
エ
ン
ト
リ
ー
を
行
い
ま

し
た
。過
去
に
は
で
き
な
か
っ
た
フ
ル
エ
ン
ト

リ
ー
が
で
き
た
お
陰
で
、団
体
で
５
位
入
賞
を
果

た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。大
会
当
日
、日
頃
の

山
中
湖
で
の
練
習
と
一
味
も
二
味
も
違
っ
た
千
葉

の
海
に
意
気
揚
々
と
出
艇
し
、生
徒
全
員
が
千

葉
の
暑
さ
に
も
め
げ
ず
、元
気
一
杯
に
レ
ー
ス
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。

ヴァンフォーレ甲府
山中湖村ホームタウンサンクスデー
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若
者
へ
の「
民
権
」育
成

  

〜
地
方
選
挙
を
訓
練
の
場
と
し
て
〜

男女共同参画社会を目指して 11 月 号

　今年より選挙年齢の引き下げに伴い、１８歳の若者に選挙権が付与され、7月の国政選
挙において実施された。戦後７０年以来の出来事である。高校生が政治へ参加し、意志を
表明する機会を与えられたのだ。しかし、第24回参議院議員通常選挙における山梨県の１
８歳投票率は、54.16%とされる（総務省資料）。この投票率が高いか低いかは各人で考え
ていただきたい。
　また、この制度的・歴史的変化に高等学校等の教育機関においても１８歳選挙権実施
の対応が迫られ、昨年から模擬投票や選挙についての学習を行ってきた。上記の数値は、
生徒を啓蒙したうえでの結果であった。今後、若者の政治的判断力をどう身につけさせてい
くのかが学校や地域社会での課題であろう。かつて、我が国においても「自由民権運動」に
よって国民が政治参加への一歩を踏み出した歴史がある。それまでの人々は客分意識の
中、政治との距離をおき、どこか遠くで眺めていた。そこから国会開設や憲法制定、選挙権
の付与を得るため、政府と民権家の対立や矛盾、多くの積み重ねを経て権利を得ることが
できたのである。そう考えるのであれば、この新制度が定着していくためには、もう少しの時間
を要し経験を積んでいくしかないのであろう。
　幸い、本年の１２月４日は山中湖村村長選挙が控えている。平成２４年度の村長選挙で
は、88.68%という高い投票率の中で行われた。村民の選挙意識は国政選挙に比べれば
もともと高いのかもしれない。されど、今後の若い世代に政治的素養や関心を持たせるため
には、従来型の選挙・手法では限界もあるのはないか。よく耳にするのが「親が言うところを
書いた」というそんな現状もあるようだ。こうした地方選挙が、新たな有権者となった若者が
候補者の主張や情報を「自ら集め」・「自ら判断」できるような「訓練の場」として、構築される
ことを期待している。さらに、男女共同参画社会の視点からいえば、「女性の活躍」も論点に
すべきであろう。私も研究調査のかたわら、活発な活動をされている多くの女性の方々に村
内で出会う機会がある。かつての民権運動においても、少数であったが男女同権を訴えた
岸田俊子や福田英子のような女性がみられた。我々はそんな地域の女性リーダーの登場や
育成にも努めていくべきではないか。
　最後に「女性の活躍」ということで１８歳選挙権から話が離れるが、現在教育委員会で進
めている「村史編さん事業」の中で、（いわゆる）旧家以外のお宅からも新史料が発見され
ている。非常に興味深かったのが、現在70代～80代世代の村民の「青年団入団承諾書」
である。過去には女性の入団者も見られ、青年団活動に従事していたことが理解できる。こ
うした村民の暮らしの実態を知る手がかり＝「お宝」がまだまだ村内に眠った状態であるの
かもしれない。また、村民に分かりやすい『新村史』編さんを立ち上げた本村教育委員会と
貴重な史料を提供してくださった所蔵者、孤軍奮闘を繰り返されながら史料調査や整理に
取り組んでおられる担当の方にこの場を借りて感謝申し上げたい。今後、史料の発見や『新村史』の編さんが進ん
でいけば、村民にとってこれほど有益なことはないであろう。特に山中湖村では、男性・女性共に日々の生活のため
働いてきた歴史があることから、そうした類いの史料も発見される可能性はある。本村の男女共同参画社会の基礎
資料としても大きく期待している。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（A.T）

≪参考文献≫ 奥田晴樹『日本近代の歴史① 維新と開化』（吉川弘文館,2016）
  松沢裕作『自由民権運動　デモクラシーの夢と挫折』（岩波書店,2016）
  稲田雅洋『自由民権運動の系譜　近代日本の言論の力』（吉川弘文館,2009）
  季武嘉也『選挙違反の歴史 ウラから見た日本の100年』（吉川弘文館,2007）
  牧原憲夫『客分と国民のあいだ　近代民衆の政治意識』（吉川弘文館,1998）

平成28年10月 1日施行

改正犯罪収益
移転防止法
改正犯罪収益
移転防止法

法人の取引担当者の方の権限確認の方法
として社員証が使用できなくなります。

顔写真の無い本人確認書類（健康保険証
等）を金融機関に提示する場合、別の本人
確認書類の提示などが必要となります。

　我が国を含む国際的な合意に基づき、マネー・ローン
ダリング対策（※）を適切に実施するため、犯罪収益
移転防止法に基づき、金融機関の窓口等において取引
時の確認を行っています。

◉ 法令上のハイリスク取引に該当する場合

　　他人になりすましている疑い又は過去に偽りの申
　告をした疑いがあるなどの場合には、法令上、ハイ
　リスク取引に該当し、通常の確認以外に追加的な質
　問や確認が求められます。　

◉ 金融機関がハイリスクと評価する取引の場合

　　金融機関は、法令により、取引ごとにマネー・ロ
　ーンダリングのリスクを評価し、リスクに応じた適
　切な情報収集等の措置を講ずることが求められてい
　ます。
　　取引ごとのリスク評価は、各金融機関で異なるこ
　とがあるため、金融機関をご利用される方が、複数
　の金融機関との間で同種の取引をそれぞれ行う場合
　に、金融機関によっては、追加の確認や質問を求め
　られることがあります。

取引時確認の意義 取引時の確認事項とその際に必要な書類

追加的な確認が必要となる場合

（※）犯罪によって得た資金を正当な取引で得た資金のように見せ
　　　かけること、ある口座から別の口座へ転々と移動させること
　　　などによりその出所を隠すことや、他人になりすまして不
　　 正に金融機関に口座を開設するなどの試みを防止することが
　　　重要になります。

マネー・ローンダリング対策のために、
金融機関をご利用の皆様のご理解と

ご協力をお願いいたします。

確認事項 確認に必要な書類

 本人特定事項

（個人）氏名、住居、生年月日、

（法人）名称、本店等の所在地

実質的支配者の
本人特定事項

氏名、住居、生年月日

（個人）運転免許証、マイナンバー
カード（個人番号カード）、旅券
（パスポート）、在留カード、健康
保険証、国民年金手帳等
（法人）登記事項証明書、印鑑登録
証明書等

書類不要（申告が必要です）

書類不要（申告が必要です）

取引を行う目的

職　業 （個人の場合）

事業内容 （法人の場合） 定款、登記事項証明書など

原則、書類不要（申告が必要
です）ですが、ハイリスク
取引の場合、株主名簿等が
必要です。

◉取引時の確認において、本人特定事項について偽りの申告を
　行った場合には、法律によって処罰されることがあります。

◉ 金融機関は、顧客等が確認に応じないときは、義務の履行を
　拒むことが法律によって認められています。

お問い合わせ先

◉ ご利用の金融機関の相談窓口、または
◉ 金融庁 金融サービス利用者相談室　

　0570-016-811（ナビダイヤル）
　  03-5251-6811（IP電話から）　　

改正犯罪収益
移転防止法

10月からやまなし子育て応援カードが全国で使えるようになります！！
　平成28年４月から内閣府は、各都道府県において実施されている子育て応援カード事業を活用して、全国の他地域でもサービスを受けられ
るよう強化を図る子育て支援パスポート事業を始めました。
　山梨県でも、多くの協賛店から子育て支援パスポート事業への賛同をいただき、10月から子育て支援パスポート事業に参加することとしま
した。
　やまなし子育て応援カードの交付世帯が、この事業に賛同している各都道府県の子育て支援パスポート事業協賛店舗にてやまなし子育て応
援カードを提示することにより、様々な特典が受けられるようになります。
　各協賛都道府県の協賛店舗やサービス内容についての詳細は、内閣府ームページの「全国共通展開参加自治体リンク集」でご確認くださ
い。（※　各都道府県によってサービス対象やサービス内容が異なります。）
◇内閣府ＵＲＬ　http://www8.cao.go.jp/shoushi/shoushika/passport.html
◇交付先　　　お住まいの市町村で交付します。
◇注意事項　　交付を受けるには、健康保険証や母子手帳など、対象家庭であることが確認できる書類が必要になる場合があります。

やまなし子育て応援カードの協賛店舗を募集しています
　県内にお住まいの18歳未満の子ども又は妊婦がいる家庭を対象とし、市町村で交付される「やまなし子育て応援カード」を協賛店舗へ提示
すると、料金割引や粗品進呈等の協賛店舗が独自に設定したサービスが受けられる制度です。
　この事業は、「子育て家庭を応援したい」という協賛店舗のご厚意によって運営されています。子育て支援課では、随時、協賛店舗を募集して
います。是非ご協力ください。
【協賛店舗メリット】 ①県からやまなし子育て応援カード公式PRグッズを無料配布
  ②イベントやキャンペーン情報をトップページに掲載。PRツールとして活用。
  ③簡単検索機能でお店が見つけやすい！だから・・行ってみように繋がる。
◇申込み方法　インターネットで＜やまなしの子育てを応援！＞と検索。やまなし子育て応援カードページ内「事業者の方へ」をクリックし、登録
　　　　　　　作業をお願いします。
　　　　　　　（URL）http://www.yamanashi-kosodate.net/ouencard/moshikomi.html
※　なお、この10月より子育て応援パスポート事業に参加することから、やまなし子育て応援カードの登録を行う際に、子育て応援パスポート
　　事業についても参加していただけるか否かを確認させて頂きます。
　　その他、FAXやメールでも受付しております。詳しくは、子育て支援課までお問い合わせください。

問い合わせ　山梨県子育て支援課　℡.055-223-1456　FAX.055-223-1475
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男女共同参画社会を目指して 11 月 号

　今年より選挙年齢の引き下げに伴い、１８歳の若者に選挙権が付与され、7月の国政選
挙において実施された。戦後７０年以来の出来事である。高校生が政治へ参加し、意志を
表明する機会を与えられたのだ。しかし、第24回参議院議員通常選挙における山梨県の１
８歳投票率は、54.16%とされる（総務省資料）。この投票率が高いか低いかは各人で考え
ていただきたい。
　また、この制度的・歴史的変化に高等学校等の教育機関においても１８歳選挙権実施
の対応が迫られ、昨年から模擬投票や選挙についての学習を行ってきた。上記の数値は、
生徒を啓蒙したうえでの結果であった。今後、若者の政治的判断力をどう身につけさせてい
くのかが学校や地域社会での課題であろう。かつて、我が国においても「自由民権運動」に
よって国民が政治参加への一歩を踏み出した歴史がある。それまでの人々は客分意識の
中、政治との距離をおき、どこか遠くで眺めていた。そこから国会開設や憲法制定、選挙権
の付与を得るため、政府と民権家の対立や矛盾、多くの積み重ねを経て権利を得ることが
できたのである。そう考えるのであれば、この新制度が定着していくためには、もう少しの時間
を要し経験を積んでいくしかないのであろう。
　幸い、本年の１２月４日は山中湖村村長選挙が控えている。平成２４年度の村長選挙で
は、88.68%という高い投票率の中で行われた。村民の選挙意識は国政選挙に比べれば
もともと高いのかもしれない。されど、今後の若い世代に政治的素養や関心を持たせるため
には、従来型の選挙・手法では限界もあるのはないか。よく耳にするのが「親が言うところを
書いた」というそんな現状もあるようだ。こうした地方選挙が、新たな有権者となった若者が
候補者の主張や情報を「自ら集め」・「自ら判断」できるような「訓練の場」として、構築される
ことを期待している。さらに、男女共同参画社会の視点からいえば、「女性の活躍」も論点に
すべきであろう。私も研究調査のかたわら、活発な活動をされている多くの女性の方々に村
内で出会う機会がある。かつての民権運動においても、少数であったが男女同権を訴えた
岸田俊子や福田英子のような女性がみられた。我々はそんな地域の女性リーダーの登場や
育成にも努めていくべきではないか。
　最後に「女性の活躍」ということで１８歳選挙権から話が離れるが、現在教育委員会で進
めている「村史編さん事業」の中で、（いわゆる）旧家以外のお宅からも新史料が発見され
ている。非常に興味深かったのが、現在70代～80代世代の村民の「青年団入団承諾書」
である。過去には女性の入団者も見られ、青年団活動に従事していたことが理解できる。こ
うした村民の暮らしの実態を知る手がかり＝「お宝」がまだまだ村内に眠った状態であるの
かもしれない。また、村民に分かりやすい『新村史』編さんを立ち上げた本村教育委員会と
貴重な史料を提供してくださった所蔵者、孤軍奮闘を繰り返されながら史料調査や整理に
取り組んでおられる担当の方にこの場を借りて感謝申し上げたい。今後、史料の発見や『新村史』の編さんが進ん
でいけば、村民にとってこれほど有益なことはないであろう。特に山中湖村では、男性・女性共に日々の生活のため
働いてきた歴史があることから、そうした類いの史料も発見される可能性はある。本村の男女共同参画社会の基礎
資料としても大きく期待している。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（A.T）

≪参考文献≫ 奥田晴樹『日本近代の歴史① 維新と開化』（吉川弘文館,2016）
  松沢裕作『自由民権運動　デモクラシーの夢と挫折』（岩波書店,2016）
  稲田雅洋『自由民権運動の系譜　近代日本の言論の力』（吉川弘文館,2009）
  季武嘉也『選挙違反の歴史 ウラから見た日本の100年』（吉川弘文館,2007）
  牧原憲夫『客分と国民のあいだ　近代民衆の政治意識』（吉川弘文館,1998）
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改正犯罪収益
移転防止法

法人の取引担当者の方の権限確認の方法
として社員証が使用できなくなります。

顔写真の無い本人確認書類（健康保険証
等）を金融機関に提示する場合、別の本人
確認書類の提示などが必要となります。

　我が国を含む国際的な合意に基づき、マネー・ローン
ダリング対策（※）を適切に実施するため、犯罪収益
移転防止法に基づき、金融機関の窓口等において取引
時の確認を行っています。

◉ 法令上のハイリスク取引に該当する場合

　　他人になりすましている疑い又は過去に偽りの申
　告をした疑いがあるなどの場合には、法令上、ハイ
　リスク取引に該当し、通常の確認以外に追加的な質
　問や確認が求められます。　

◉ 金融機関がハイリスクと評価する取引の場合

　　金融機関は、法令により、取引ごとにマネー・ロ
　ーンダリングのリスクを評価し、リスクに応じた適
　切な情報収集等の措置を講ずることが求められてい
　ます。
　　取引ごとのリスク評価は、各金融機関で異なるこ
　とがあるため、金融機関をご利用される方が、複数
　の金融機関との間で同種の取引をそれぞれ行う場合
　に、金融機関によっては、追加の確認や質問を求め
　られることがあります。

取引時確認の意義 取引時の確認事項とその際に必要な書類

追加的な確認が必要となる場合

（※）犯罪によって得た資金を正当な取引で得た資金のように見せ
　　　かけること、ある口座から別の口座へ転々と移動させること
　　　などによりその出所を隠すことや、他人になりすまして不
　　 正に金融機関に口座を開設するなどの試みを防止することが
　　　重要になります。

マネー・ローンダリング対策のために、
金融機関をご利用の皆様のご理解と

ご協力をお願いいたします。

確認事項 確認に必要な書類

 本人特定事項

（個人）氏名、住居、生年月日、

（法人）名称、本店等の所在地

実質的支配者の
本人特定事項

氏名、住居、生年月日

（個人）運転免許証、マイナンバー
カード（個人番号カード）、旅券
（パスポート）、在留カード、健康
保険証、国民年金手帳等
（法人）登記事項証明書、印鑑登録
証明書等

書類不要（申告が必要です）

書類不要（申告が必要です）

取引を行う目的

職　業 （個人の場合）

事業内容 （法人の場合） 定款、登記事項証明書など

原則、書類不要（申告が必要
です）ですが、ハイリスク
取引の場合、株主名簿等が
必要です。

◉取引時の確認において、本人特定事項について偽りの申告を
　行った場合には、法律によって処罰されることがあります。

◉ 金融機関は、顧客等が確認に応じないときは、義務の履行を
　拒むことが法律によって認められています。

お問い合わせ先

◉ ご利用の金融機関の相談窓口、または
◉ 金融庁 金融サービス利用者相談室　

　0570-016-811（ナビダイヤル）
　  03-5251-6811（IP電話から）　　

改正犯罪収益
移転防止法

10月からやまなし子育て応援カードが全国で使えるようになります！！
　平成28年４月から内閣府は、各都道府県において実施されている子育て応援カード事業を活用して、全国の他地域でもサービスを受けられ
るよう強化を図る子育て支援パスポート事業を始めました。
　山梨県でも、多くの協賛店から子育て支援パスポート事業への賛同をいただき、10月から子育て支援パスポート事業に参加することとしま
した。
　やまなし子育て応援カードの交付世帯が、この事業に賛同している各都道府県の子育て支援パスポート事業協賛店舗にてやまなし子育て応
援カードを提示することにより、様々な特典が受けられるようになります。
　各協賛都道府県の協賛店舗やサービス内容についての詳細は、内閣府ームページの「全国共通展開参加自治体リンク集」でご確認くださ
い。（※　各都道府県によってサービス対象やサービス内容が異なります。）
◇内閣府ＵＲＬ　http://www8.cao.go.jp/shoushi/shoushika/passport.html
◇交付先　　　お住まいの市町村で交付します。
◇注意事項　　交付を受けるには、健康保険証や母子手帳など、対象家庭であることが確認できる書類が必要になる場合があります。

やまなし子育て応援カードの協賛店舗を募集しています
　県内にお住まいの18歳未満の子ども又は妊婦がいる家庭を対象とし、市町村で交付される「やまなし子育て応援カード」を協賛店舗へ提示
すると、料金割引や粗品進呈等の協賛店舗が独自に設定したサービスが受けられる制度です。
　この事業は、「子育て家庭を応援したい」という協賛店舗のご厚意によって運営されています。子育て支援課では、随時、協賛店舗を募集して
います。是非ご協力ください。
【協賛店舗メリット】 ①県からやまなし子育て応援カード公式PRグッズを無料配布
  ②イベントやキャンペーン情報をトップページに掲載。PRツールとして活用。
  ③簡単検索機能でお店が見つけやすい！だから・・行ってみように繋がる。
◇申込み方法　インターネットで＜やまなしの子育てを応援！＞と検索。やまなし子育て応援カードページ内「事業者の方へ」をクリックし、登録
　　　　　　　作業をお願いします。
　　　　　　　（URL）http://www.yamanashi-kosodate.net/ouencard/moshikomi.html
※　なお、この10月より子育て応援パスポート事業に参加することから、やまなし子育て応援カードの登録を行う際に、子育て応援パスポート
　　事業についても参加していただけるか否かを確認させて頂きます。
　　その他、FAXやメールでも受付しております。詳しくは、子育て支援課までお問い合わせください。

問い合わせ　山梨県子育て支援課　℡.055-223-1456　FAX.055-223-1475
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山中湖交流プラザきらら
TEL.20-3111http://www.kirarayamanakako.jp/　TEL.20-3111

山中湖交流プラザきらら内スポーツ部門・スポーツ教室担当スタッフ
TEL.20-3111  FAX.20-3112申し込み・問い合わせ

体幹トレーニング　無料体験レッスンのお知らせ

　籠坂峠～あざみ平～大洞山～立山～籠坂峠をハイキングします。
　紅葉の山歩きが楽しめそうです。（きらら～籠坂峠の往復は車で）
日　　時：１1月6日（日）
集合場所：山中湖交流プラザきらら　管理棟「ハルニレ」
集合時間：午前９時（所要約５時間）
持ち物等：ハイキングができる服装で、軽食・飲み物・雨具をご用意ください。

山中湖エコウォーク「大洞山ハイキングコース」

※参加可能人数は30人、費用は無料です。　　　　　　　　　　　
※雨天等によりツアーを中止することがありますので、ご了承ください。

　今年もかんたん足踏式手織機でのマフラー作り体験教室を行います。
開催日時：11月16日（水）・25日(金)
場　　所：山中湖交流プラザきらら　管理棟「ハルニレ」
時　　間：午前10時～午後3時頃終了予定（昼食は各自にてご用意ください）
体験費用：1,500円（材料費のみ）各日5名（定員になり次第締切）

　１２月４日（日）１０時から東大癒し
の森研究所の齋藤暖生先生に「癒
しの森の概要と活動」（仮題）につ
いてお話していただく予定です。
（詳細は来月号に掲載）

織物体験教室 冬季講座（予告）

体幹トレーニング（Aクラス/Bクラス）

山中湖交流プラザきらら内　NPO法人富士山自然学校
TEL.20-3111 または 090-2740-4000　FAX.20-3112申し込み・問い合わせ

日　時：１１月9・１6・30日 （水曜日）
　　　  Aクラス　午後１時３０分から２時３０分　
　　　  Bクラス　午後２時４０分から３時４０分
場　所：交流プラザきらら楽屋棟 
定　員：10名程度　※お子さんとの参加もOK
参加料：無料　※お一人さま１レッスンのみ 
持ち物：運動できる服装、フェイスタオル、水分補給
講　師：勝又ハル 先生（AMC所属）
申込み：レッスンの前日までにお電話でお申込みください。

　きららスポーツ教室では、体幹トレーニング無料体験レッスンに参加される方を募集いたします。最近、運動不足を感じ
ている方やダイエットを始めてみたい方は、気軽に体験してみてください。

　自分が座れるくらいのボールを使って、音楽に合わせながら楽し
くカラダを動かしていきます。バランス感覚はもちろん、正しい姿勢
を保つために必要なインナーマッスルも鍛えられるので、スタイル
アップ効果が期待できます。また、骨盤矯正にも効果があるので、産
後のリハビリとしてもおススメです。

問い合わせ　（一社）山中湖観光協会　℡.62-3100

山中湖・富士山
雪まつりを開催します。
　平成29年1月28日（土）から2月19日（日）まで交流
プラザきららにて開催します。会場には、大型滑り台、
飲食休憩ﾌﾞｰｽなどを設置し、皆様をお迎えします。
　また、平成29年2月12日（日）には、同会場で、山梨県
雪合戦大会を開催します。参加チーム募集を平成28年
11月18日（金）から行います。

〇雪合戦については、大会ホームページ：
　http://www.yamanashi-yukigassen.com/を
　ご覧ください。

問い合わせ　花の都公園　℡.62-5587

山中湖アートイルミネーション『FANTASEUM』
　平成２８年１１月１９日（土）から平成２９年１月３日（火）ま
で、花の都公園で開催いたします。
　天空の星と会場いっぱいに煌くイルミネーションは、
寒い冬を心から温めてくれます。
　週末には冬花火も打ち上げます。

≪冬花火打上日≫
１１月１９、２6日、１２月３、１０、１７、２３、２４、２５日、１月１、２日
【打上時間/２０：００】
　また、１２月２３、２４、２５日にはクリスマスイベントとして
コンサートも開催します。

第9回 富士山・山中湖チャリティー駅伝にご協力ありがとうございました。
　10月2日（日）第9回EKIDEN for 
Peace2016 富士山・山中湖チャリテ
ィー駅伝を、山中湖交流プラザきらら
をメイン会場として開催しました。
　当日は、青空に恵まれ、約600名の
選手たちは富士山を仰ぎ、秋の心地よ
い風を感じ走り、山中湖を満喫してお
りました。沿道で応援していただいた
皆さん、ご協力いただいた皆さんあり
がとうございました。
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つどいの広場 No.145

　広場では、小さくなっ
て使わなくなった洋服
やおもちゃなど捨てる
のが“もったいない”と
いう物がありましたら、
広場でお預かりして誰
かに使っていただくコーナーがあります。年間を通
してお預かりして、年２回程広場の利用者さん達に
提供しています。提供する方にも、される方にもと
ても好評です。リサイクル運動の一環として興味
のある方は是非広場にご連絡ください。また、ベ
ビーの日常品（ベビーベットやサークル、バギーな
ど）の使って、譲っての掲示板も開設していますの
で、利用してください。
　今回は１１月２１日（月）～３０日（水）まで広場で開
催します。
問い合わせ　つどいの広場 TEL.62-2010

★各子育て教室及び子育て相談は予約が必要です。教室やイベ
ントによって開催時間が違いますので確認のうえ参加してくださ
い。参加予約は電話ではお受けできませんので直接広場に遊び
に来ていただき申し込みをお願いします。一般の方も参加してみ
たい教室がありましたら、どんどん利用してみてください。

お知らせ

もったいない市の開催

開催日 事　業　名 開催場所 時間 内　　　容

2日（水）
●ネイティブな英語に触れ、親子で
英語に親しみましょう！英語の絵本
や英語の歌など身近な英語に触
れ、親子で楽しみましょう！
　今回もママさん達を対象に英会話
教室も開催します。

山中保育所 会議室
〈10時30分～〉
つどいの広場
〈11時30分～〉

山中湖村社会福祉協議会
山中湖村山中２３７－１（山中湖村役場内）   TEL.６２－２２２７

7日（月） 山中保育所　園庭解放
●保育所の広いお庭であそびましょう！
　【持ち物】水分補給の水筒･帽子などがあった方が良い
と思います。

9時～11時

14日（月） 山中保育所　園庭解放
●保育所の広いお庭であそびましょう！
　【持ち物】水分補給の水筒･帽子などがあった方が良い
と思います。

9時～11時

25日（金） 絵本の読み聞かせ会 ●森の中の絵本館からのお届けです。
　絵本の楽しさを紹介してくれます。

つどいの広場
〈11時15分～〉

28日（月）
身体測定
情報創造館館長さんの
絵本の読み聞かせ

●開館時間中ならいつでも測定ができます。
●情報創造館の館長さんによる、
　お薦めの絵本の紹介や楽しいお話会も開
催しています。

つどいの広場
〈10時30分～〉

じゃんけんぽんじゃんけんぽんじゃんけんぽん
11月の予定

11日（金）
子育て教室
　ベビー＆キッズビクス

●毎回好評の子育て教室です。乳児にはベビー
マッサージでリラックス、キッズは音楽に合わせ
て身体を動かし親子で一緒にリフレッシュしま
しょう！

つどいの広場
〈10時30分～〉

オギノ山中湖店  募金額  24,836円

　オギノ山中湖店のご協力を得て、店頭での募金の呼びか
けを行いました。山中湖村共同募金会会長・副会長、山中小
学校・東小学校の児童会が大きな声で募金への協力を呼び
かけました。

※　家庭募金、大口募金のご協力もよろしくお願いします。集まった募金の７０％が地域福祉に役立っています。
　　災害時の支援金としても役立っています。

街頭募金　ご協力ありがとうございました。
10月4日

村民体育祭  募金額  99,125円

　交流プラザきららで開催された村民体育祭の会場で募金
活動を行いました。共同募金会役員が会場内を周り、募金へ
の協力を呼びかけました。皆さまのご協力で多くの募金が集ま
りました。ありがとうございました。

10月5日

第１８回山中湖ボランティアまつりを開催しました！

●森の中の絵本館石井さん

11月の予定
内　容

給食サービス（ひとり暮らし等）
旭日丘お達者会
山中お達者会
長池お達者会

曜 日
火
火
木
木

30日（水）
●11月生まれのおともだちをお祝いし
ます。
　ランチ参加者は１品持ち寄り日です。
　みんなでお祝いしましょう！

つどいの広場
〈11時～〉

11月生まれの
利用者さんの誕生日会です。
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日　程
1･8･15･22･29日

8日
10日
17日

子育て教室
　簡単な英会話を学ぼう
英語で遊ぼう

●テリー渡辺さん

18日（金） ●県内で初めて「産前産後ケアセ
ンター」が誕生し、妊娠中、産後
子育てをはじめたばかり、育児
中、そういったお母さんの不安
や悩みを支えるお話を、助産師
さんの立場からお聞きします。

山中保育所 会議室
〈10時～11時30分〉

子育て教室
　ママの心の健康を応援します。
●講師　健康科学大学産前産後ケアーセンター長
　　　　榊原まゆみ先生

●講師　石倉秀子さん

28日（月）
●日頃の育児の疲れや簡単な身体の運動をヨガを通して
身も心もリフレッシュしてみませんか？きっと身体が軽く
なり明日からの育児の活力になることでしょう。山中保育所 遊戯室

〈10時30分～〉

子育て教室
　ママさんヨガ
●講師　認定インストラクター　
　　　　コックス　理恵子さん

福祉功労者・ポスター入選者の皆さま

　山中湖村公民館を会場に１０月１６日（日）に第１８回を迎えるボラ
ンティアまつりを開催しました。実行委員を中心に準備を進め、当日は
ボランティアさんの協力を得て無事開催することが出来ました。会場
にはたくさんの人が足を運んでくださり、とても賑やかなボランティアま
つりになりました。

会場の様子 レイ・ロケラニの皆さま

平野保育所では園庭開放を（月曜
日～金曜日）の午前9:00～11:30
まで毎日行っています。平野保育
所の広いお庭であそびませんか。
また、雨天の時は支援室で遊ぶこ
とも出来ます。
平野保育所65‐8542
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けを行いました。山中湖村共同募金会会長・副会長、山中小
学校・東小学校の児童会が大きな声で募金への協力を呼び
かけました。

※　家庭募金、大口募金のご協力もよろしくお願いします。集まった募金の７０％が地域福祉に役立っています。
　　災害時の支援金としても役立っています。

街頭募金　ご協力ありがとうございました。
10月4日

村民体育祭  募金額  99,125円

　交流プラザきららで開催された村民体育祭の会場で募金
活動を行いました。共同募金会役員が会場内を周り、募金へ
の協力を呼びかけました。皆さまのご協力で多くの募金が集ま
りました。ありがとうございました。

10月5日

第１８回山中湖ボランティアまつりを開催しました！

●森の中の絵本館石井さん

11月の予定
内　容

給食サービス（ひとり暮らし等）
旭日丘お達者会
山中お達者会
長池お達者会

曜 日
火
火
木
木

30日（水）
●11月生まれのおともだちをお祝いし
ます。
　ランチ参加者は１品持ち寄り日です。
　みんなでお祝いしましょう！

つどいの広場
〈11時～〉

11月生まれの
利用者さんの誕生日会です。

広報やまなかこ 2016年11月号

日　程
1･8･15･22･29日

8日
10日
17日

子育て教室
　簡単な英会話を学ぼう
英語で遊ぼう

●テリー渡辺さん

18日（金） ●県内で初めて「産前産後ケアセ
ンター」が誕生し、妊娠中、産後
子育てをはじめたばかり、育児
中、そういったお母さんの不安
や悩みを支えるお話を、助産師
さんの立場からお聞きします。

山中保育所 会議室
〈10時～11時30分〉

子育て教室
　ママの心の健康を応援します。
●講師　健康科学大学産前産後ケアーセンター長
　　　　榊原まゆみ先生

●講師　石倉秀子さん

28日（月）
●日頃の育児の疲れや簡単な身体の運動をヨガを通して
身も心もリフレッシュしてみませんか？きっと身体が軽く
なり明日からの育児の活力になることでしょう。山中保育所 遊戯室

〈10時30分～〉

子育て教室
　ママさんヨガ
●講師　認定インストラクター　
　　　　コックス　理恵子さん

福祉功労者・ポスター入選者の皆さま

　山中湖村公民館を会場に１０月１６日（日）に第１８回を迎えるボラ
ンティアまつりを開催しました。実行委員を中心に準備を進め、当日は
ボランティアさんの協力を得て無事開催することが出来ました。会場
にはたくさんの人が足を運んでくださり、とても賑やかなボランティアま
つりになりました。

会場の様子 レイ・ロケラニの皆さま

平野保育所では園庭開放を（月曜
日～金曜日）の午前9:00～11:30
まで毎日行っています。平野保育
所の広いお庭であそびませんか。
また、雨天の時は支援室で遊ぶこ
とも出来ます。
平野保育所65‐8542



　
　
　
℡（
6
2
）9
9
7
6

※

各
健
診・教
室
は
老
人
福
祉
し
あ
わ
せ

セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。

■
乳
児
健
康
相
談

日
時
　
１1
月
１6
日（
水
）

　
　
　
午
後
１
時
１５
分
〜
１
時
４５
分
受
付

対
象
　
平
成
２8
年
１・４・７
月
生
ま
れ

■
１
歳
６
か
月・３
歳
児
健
診

日
時
　
11
月
１
日（
火
）

　
　
　
午
後
１
時
１５
分
〜
１
時
４５
分
受
付

対
象
　
平
成
２５
年
５・６
月
生
ま
れ
、

　
　
　
平
成
２７
年
３・４
月
生
ま
れ

■
５
歳
児
健
診

日
時
　
11
月
22
日（
火
）

　
　
　
午
後
１
時
〜
１
時
４0
分
受
付

対
象
　
平
成
２３
年
８・９・１０・１１
月
生
ま
れ

■
母
子
健
康
手
帳
の
交
付

交
付
日
　
毎
週
木
曜
日

※

都
合
の
悪
い
方
は
い
き
い
き
健
康
課

保
健
師
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

時
間
　
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時
１５
分

場
所
　
い
き
い
き
健
康
課
窓
口

　
　
　
℡（
6
2
）9
9
7
3

■
社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る
無
料
年
金
相
談

日
時
　
１1
月
22
日（
火
）午
前
9
時
〜
午

後
4
時（
午
後
０
時
〜
１
時
を
除
く
）

場
所
　
役
場
応
接
室

　
正
社
員
・パ
ー
ト
・ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
、

雇
用
形
態
に
か
か
わ
ら
ず
、ひ
と
り
で
も

労
働
者
を
雇
っ
て
い
る
事
業
主
の
方
は
、

労
働
保
険（
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
）に

加
入
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

　
就
業
時
間
数
に
か
か
わ
ら
ず
、労
働

者
に
対
し
て
は
労
災
保
険
が
加
入
対
象

と
な
り
、１
週
間
の
所
定
労
働
時
間
が
２０

時
間
以
上
、か
つ
、３１
日
以
上
の
雇
用
見

込
み
あ
る
労
働
者
は
雇
用
保
険
の
加
入

対
象
に
も
な
り
ま
す
。

労
働
保
険
の
問
い
合
わ
せ

　
都
留
労
働
基
準
監
督
署

　
℡
0
5
5
4‐4
3‐2
1
9
5

雇
用
保
険
の
問
い
合
わ
せ

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
富
士
吉
田

　
℡
0
5
5
5‐2
3‐8
6
0
9

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
月

　
℡
0
5
5
4‐2
2‐8
6
0
9

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
都
留

　
℡
0
5
5
4‐6
1‐5
1
4
1

　
た
ば
こ
の
煙
に
は
、２
０
０
以
上
の
有

害
物
質
が
含
ま
れ
、が
ん
の
発
生
や
身
体

を
酸
欠
状
態
に
す
る
な
ど
の
健
康
問
題

を
も
た
ら
し
ま
す
。 

　
ま
た
、た
ば
こ
の
煙
は
喫
煙
者
だ
け
で

な
く
、受
動
喫
煙
に
よ
り
周
囲
の
人
の
健

康
に
も
様
々
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

　
長
期
間
た
ば
こ
の
煙
を
吸
う
こ
と
で
、

「
が
ん
」「
狭
心
症
・
心
筋
梗
塞
」「
慢
性
閉

塞
性
肺
疾
患
」「
呼
吸
器
障
害
」「
歯
周
病
」

「
白
内
障
」「
胃
腸
障
害
」な
ど
の
病
気
に

な
り
や
す
く
な
り
ま
す
。そ
の
他
、肌
あ
れ・

シ
ミ・そ
ば
か
す
、学
習
能
力
が
下
が
る
、運

動
能
力
が
落
ち
て
速
く
長
く
走
れ
な
く
な

る
な
ど
の
影
響
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
た
ば
こ
の
害
に
つ
い
て
正

し
く
理
解
し
、ご
自
身
や
ご
家
族
等
の
健

康
の
た
め
に
も
、た
ば
こ
の
煙
の
な
い
社

会
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
「
た
ば
こ
を
や
め
た
い
」と
思
っ
て
い

る
方
へ
の
朗
報
で
す
。た
ば
こ
を
や
め
る

た
め
に
は
、医
師
の
診
察
と
禁
煙
補
助
薬

の
禁
煙
治
療
が
有
効
で
す
。是
非
、チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
富
士・東
部
保
健
福
祉
事
務
所

　
健
康
支
援
課

　
℡
0
5
5
5‐2
4‐9
0
3
4

　
夫
・パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
や
ス
ト

ー
カ
ー
な
ど
の
事
案
は
、以
前
と
し
て
数

多
く
発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、こ
れ
ら

の
女
性
を
め
ぐ
る
様
々
な
人
権
問
題
の

解
決
を
図
り
ま
す
。

山
梨
県
に
お
け
る
実
施
機
関

　
甲
府
地
方
法
務
局
及
び

　
山
梨
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

期
間
　
１１
月
14
日（
月
）〜
１１
月
20
日（
日
）

時
間
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
7
時

　  

（
土・日
曜
日
）午
前
10
時
〜
午
後
5
時

 

※
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
℡
0
5
7
0‐0
7
0‐8
1
0

 

　
〜
記
帳
相
談
日
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
〜

＊
毎
月
記
帳
相
談
日
を
開
設
し
ま
す
。＊

　
正
し
い
記
帳
は
税
務
申
告
の
基
礎
と
な

り
ま
す
。

　
こ
ん
な
時
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
帳
簿
の
つ
け
方
が
わ
か
ら
な
い
。

●
必
要
経
費
と
家
計
費
の
区
分
が
は
っ
き

り
し
な
い
。な
ど

１
．日
程
　
11
月
17
日(

木)

２
．時
間
　
午
前
１０
時
〜
午
後
４
時

　
　    

（
正
午
か
ら
午
後
１
時
を
除
く
）

３
．場
所
　
南
都
留
中
部
商
工
会
　
　
　

４
．対
象
者
　
個
人
事
業
者

　
恩
賜
林
組
合
で
は
、一
市
二
村
入
会
住
民
の

方
を
対
象
に
、顧
問
弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律

相
談
日
を
設
け
て
い
ま
す
。法
律
問
題
で
お
困

り
の
方
は
こ
の
機
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時
　
１1
月
8
日（
火
曜
日
）

相
談
時
間
　
午
後
1
時
〜
4
時

　
受
付
は
予
約
制
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の

で
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。な
お
、当
日

受
付
も
行
っ
て
い
ま
す
。

※

指
定
日
以
外
ま
た
は
電
話
に
よ
る
法
律

相
談
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ

　
総
務
課

　
℡
0
5
5
5‐2
2‐3
3
5
5

　
弁
護
士
が
無
料
の
法
律
相
談
を
行
い

ま
す
。（
秘
密
厳
守
）

相
談
日
時
　
11
月
3
日（
木
曜
日
）

受
付
時
間
　
午
前
１０
時
〜
午
後
３
時
３０
分

開
催
場
所
　
山
梨
県
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　 

（
山
梨
県
甲
府
市
飯
田
2‐2‐3
）

主
催
　
関
東
弁
護
士
会
連
合
会

共
催
　
山
梨
県
弁
護
士
会

　
　
　（
公
財
）山
梨
県
国
際
交
流
協
会

対
応
言
語
　
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
、ス
ペ
イ
ン

語
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
、英
語
、日
本
語
、

中
国
語

問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
弁
護
士
会
事
務
局

　
℡
0
5
5‐2
3
5‐7
2
0
2

　
お
子
様
の
見
え
方
に
つ
い
て
不
安
を

感
じ
て
い
る
方
、成
人
さ
れ
て
か
ら
目
に

障
が
い
を
持
ち
悩
ん
で
い
る
方
、視
覚
に

課
題
が
あ
る
子
ど
も
さ
ん
を
指
導
さ
れ

て
い
る
先
生
な
ど
、見
え
方
や
目
の
こ
と

で
お
悩
み
の
方
は
、お
気
軽
に
御
相
談
く

だ
さ
い
。

日
時
お
よ
び
会
場

　
１２
月
3
日（
土
） 

大
月
市
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー 

（
大
月
市
大
月
町
花
咲
１０
番
地
）

１２
月
4
日（
日
） 

山
梨
県
立
盲
学
校（
甲

府
市
下
飯
田
2‐1
0‐2
）

●
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
10
時
か
ら
午

後
3
時
ま
で
。

●
１
件
に
つ
き
約
１
時
間
の
相
談
と
な

り
ま
す
。

申
し
込
み
方
法

　
開
催
週
の
木
曜
日
ま
で
に
、盲
学
校
へ

電
話
で
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
受
付
時
間
は
平
日
午
前
9
時
か
ら
午

後
5
時
ま
で
。

　
山
梨
県
立
盲
学
校

　
℡
0
5
5‐2
2
6‐3
3
6
1

費
　
用
　
無
料

問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
立
盲
学
校

　（
甲
府
市
下
飯
田
2‐1
0‐2
）　

　
E
y
e
愛
ひ
と
み
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
℡
0
5
5‐2
2
6‐3
3
6
1

■
第
14
回
　
山
梨
の
１０
士
業
に
よ
る

　
無
料
な
ん
で
も
合
同
相
談
会

　
山
梨
県
の
１０
の
専
門
職
団
体
所
属
の

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
が
、暮
ら
し
の
小
さ
な

問
題
か
ら
事
業
の
大
き
な
悩
み
ま
で
、幅

広
く
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時
　
１１
月
２３
日（
水・祝
）

　
　
　
午
前
１０
時
〜
午
後
０
時
、

　
　
　
午
後
１
時
〜
３
時
３０
分

会
場
　
甲
府
市
総
合
市
民
会
館 

３
階
大

会
議
室（
甲
府
市
青
沼
３
丁
目
５
番
４４
号
）

相
談
員
　
山
梨
県
司
法
書
士
会
、山
梨

県
行
政
書
士
会
、山
梨
県
社
会
保
険
労

務
士
会
、山
梨
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
、

東
京
地
方
税
理
士
会
山
梨
県
会
、日
本

公
認
会
計
士
協
会
東
京
会
山
梨
県
会
、

山
梨
県
弁
護
士
会
、日
本
弁
理
士
会
関

東
支
部
山
梨
委
員
会
、山
梨
県
不
動
産

鑑
定
士
協
会
、山
梨
県
中
小
企
業
診
断

士
協
会
に
所
属
す
る
専
門
家

問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
中
小
企
業
診
断
士
協
会

　
℡
0
5
5‐2
1
5‐2
2
6
1

　
放
送
大
学
で
は
平
成
29
年
度
第
１
学

期（
4
月
入
学
）の
学
生
を
募
集
中
で
す
。

　
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
、ラ
ジ
オ
、イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
学
ぶ
通
信
制
の

大
学
で
す
。

　
心
理・教
育・福
祉・経
済・歴
史・文
学・情
報・

自
然
科
学
な
ど
、幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

出
願
期
間
　
第
1
回
　
2
月
28
日
ま
で
、

　
　
　
　   

第
2
回
　
3
月
20
日
ま
で
。

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
放
送
大
学
山
梨
学
習
セ
ン
タ
ー

　
℡
0
5
5‐2
5
1‐2
2
3
8

■
富
士
山
科
学
講
座

日
時
　
１1
月
19
日（
土
）

　
　
　
午
後
１
時
３０
分
〜
４
時

場
所
　
山
梨
県
富
士
山
科
学
研
究
所

　
　
　
１
階
ホ
ー
ル

内
容
　
富
士
山
の
保
全
と
継
承・富
士
山

の
適
正
利
用
に
向
け
て

対
象
　
ど
な
た
で
も

参
加
費
　
無
料

申
し
込
み
　
不
要

問
い
合
わ
せ

　
環
境
教
育・交
流
部  

広
報・交
流
担
当

　
℡
0
5
5
5‐7
2‐6
2
0
6

■
企
画
展
〜
楽
し
い
登
山
の
ス
ス
メ
〜

日
時
　
１１
月
２８
日（
月
）〜
３
月
１７
日

（
金
）午
前
９
時
〜
午
後
５
時

場
所
　
山
梨
県
富
士
山
科
学
研
究
所

　
　
　
１
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

内
容
　
富
士
登
山
を
例
に
高
山
病
や
脱
水

症
の
仕
組
み
を
パ
ネ
ル
や
絵
で
説
明
し
、登

山
時
の
注
意
や
持
ち
物
を
展
示
し
ま
す
。

対
象
　
ど
な
た
で
も

参
加
費
　
無
料

問
い
合
わ
せ

　
環
境
教
育・交
流
部  

教
育・情
報
担
当

　
℡
0
5
5
5‐7
2‐6
2
0
3

■
も
り
の
お
は
な
し
か
い

　
　
〜
え
ほ
ん
の
よ
み
き
か
せ
〜

日
時
　
１1
月
1３
日（
日
）

　
　
　
午
前
１０
時
３０
分
〜・午
後
２
時
〜

　
　
　
所
要
時
間
１
回
約
４０
分

場
所
　
山
梨
県
富
士
山
科
学
研
究
所

　
　   

ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ（
雨
天
時
は
室
内
）

内
容
　
自
然
や
環
境
に
関
す
る
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
や
ゲ
ー
ム
な
ど
を
行
い
ま

す
。開
始
３０
分
前
か
ら
は
お
り
が
み
教

室
も
行
い
ま
す
。

対
象
　
幼
児
か
ら
小
学
校
低
学
年

　
　
　（
対
象
外
の
人
で
も
参
加
可
能
）

参
加
費
　
無
料

問
い
合
わ
せ

　
環
境
教
育・交
流
部  

教
育・情
報
担
当

　
℡
0
5
5
5‐7
2‐6
2
0
3

　
介
護
な
ど
福
祉
関
係
の
お
仕
事
を
探

し
て
い
る
方
と
企
業（
約
１０
社
）と
の
面

接
会
を
行
い
ま
す
。

　
参
加
無
料
・
事
前
申
し
込
み
不
要
・
入

退
場
自
由
で
す
。

　
福
祉
の
お
仕
事
に
興
味
が
あ
る
方
も

大
歓
迎
で
す
。

日
時
　
１１
月
２５
日（
金
） 

午
後
２
時
〜
４
時

場
所
　
富
士
吉
田
市
民
会
館

　
　 

（
富
士
吉
田
市
緑
ヶ
丘
2‐5‐2
3
）

内
容
　
求
職
者
と
企
業
と
の
個
別
面
接
、

相
談
員
に
よ
る
福
祉
関
係
の
就
職
相
談

問
い
合
わ
せ

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
富
士
吉
田

　
℡
0
5
5
5‐2
3‐8
6
0
9

〜
も
っ
と
知
り
た
い
！

　
　
戦
中・戦
後
の
暮
ら
し
〜

　
戦
中
・
戦
後
の
く
ら
し
の
様
子
を
今
に

残
す
歴
史
的
な
資
料
を
、収
集
・
保
存
・
展

示
し
て
い
る
国
立
の
施
設「
昭
和
館
」の
巡

回
特
別
企
画
展
が
開
催
さ
れ
ま
す
。本
県

で
の
開
催
は
初
め
て
と
、大
変
貴
重
な
機

会
で
す
の
で
、是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時
　
11
月
30
日（
水
）〜
12
月
8
日（
木
） 

　
　
　
午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
６
時

場
所
　
県
立
図
書
館 

イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス

内
容
　
戦
時
中
の
召
集
令
状
や
防
空
ず
き

ん
、戦
中
・
戦
後
の
教
科
書
、手
記
、写
真
な

ど
、厳
し
か
っ
た
当
時
の
く
ら
し
を
今
に
伝
え

る
多
数
の
資
料
が
、実
物
で
展
示
さ
れ
ま
す
。

入
場
料
　
無
料

問
い
合
わ
せ

　
昭
和
館（
学
芸
部
）﹇
月
曜
休
館
﹈

　
〒
1
0
2‐0
0
7
4

　
東
京
都
千
代
田
区
九
段
南
1‐6‐1

　
℡
0
3‐3
2
2
2‐2
5
7
7

期
日
　
１１
月
３
日（
木・祝
）

　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
０
時
３０
分

場
所
　
富
士
北
麓
公
園
　
陸
上
競
技
場

　
　
　（
雨
天
時
体
育
館
）

対
象
　
家
族
グ
ル
ー
プ（
必
ず
成
人
１
名

が
入
る
事
）、小
学
生
グ
ル
ー
プ（
小
学

生
だ
け
で
構
成
）※
１
グ
ル
ー
プ
４
名
と

す
る
が
３
名
ま
た
は
５
名
で
も
可

定
数
　
４０
組

参
加
料
　
１
組
　
３
０
０
円

申
込
み
　
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ

　
公
益
財
団
法
人
　
山
梨
県
体
育
協
会

　
富
士
北
麓
公
園
管
理
事
務
所

　
℡
0
5
5
5‐2
4‐3
6
5
1

日
時
　
11
月
20
日（
日
）

開
場
　
午
後
1
時
30
分

（
開
演
前
ウ
ェ
ル
カ
ム
コ
ン
サ
ー
ト
あ
り
）

開
演
　
午
後
2
時

場
所
　
富
士
五
湖
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
ふ
じ
さ
ん
ホ
ー
ル

入
場
料
　
無
料（
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
）

指
揮
　
坂
本 

修・岡 

良
介

曲
目
　
●
ア
ン
パ
ン
マ
ン
メ
ド
レ
ー 

●

音
楽
物
語「
美
女
と
野
獣
」 

●
千
本
桜 

●
富
士
五
湖
音
頭 

●
と
な
り
の
ト
ト
ロ

〜
J
A
Z
Z 

V
e
r 

他

問
い
合
わ
せ

　
℡
0
5
5
5‐2
3‐0
0
3
3

　（
フ
ジ
ヤ
マ 

小
野
） 

色
々
な
場
面
で
中
国
語
を
話
し
ま
せ
ん
か
？

日
時
　
１1
月
19
日（
土
）

　
　
　
午
前
１０
時
〜
午
後
０
時

場
所
　
下
吉
田
南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

参
加
費
　
無
料

問
い
合
わ
せ

　
J
C
E
事
務
局

　
℡
0
9
0‐7
8
4
1‐1
1
8
4

富
士
山
科
学
研
究
所

山
梨
県
十
士
会
協
議
会

11
月
は
労
働
保
険

適
用
促
進
強
化
期
間
で
す

い
き
い
き
健
康
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

南
都
留
中
部
商
工
会

記
帳
相
談
日

11
月
9
日
〜
15
日
は

『
山
梨
禁
煙
週
間
』
で
す

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権

　ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

お知らせ・催し・募集

山
中
湖
村
役
場
か
ら

お
知
ら
せ

相

　談

恩
賜
林
組
合

　無
料
法
律
相
談

外
国
人
の
た
め
の

無
料
法
律
相
談
会
（
通
訳
付
き
）

冬
の
E
y
e
愛
ひ
と
み
相
談
会

イ
ベ
ン
ト

放
送
大
学

　4
月
生
募
集

募

　集

介
護
就
職
デ
イ

　（
福
祉
関
係
就
職
面
接
会
）

昭
和
館
巡
回
特
別
企
画
展

北
麓
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
&
チ
ャ
レ
ン
ジ
ザ
ゲ
ー
ム

富
士
五
湖
ウ
イ
ン
ド
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
2
0
1
6

J
C
E
エ
ン
ジ
ョ
イ
中
国
語
大
会

広報やまなかこ 2016年11月号

税
務
住
民
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

10月4日、オギノ山中湖店のご協力を得て、店頭での募金の呼びかけを行いました。（関連　P21）今月の表紙の写真！



　
　
　
℡（
6
2
）9
9
7
6

※

各
健
診・教
室
は
老
人
福
祉
し
あ
わ
せ

セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。

■
乳
児
健
康
相
談

日
時
　
１1
月
１6
日（
水
）

　
　
　
午
後
１
時
１５
分
〜
１
時
４５
分
受
付

対
象
　
平
成
２8
年
１・４・７
月
生
ま
れ

■
１
歳
６
か
月・３
歳
児
健
診

日
時
　
11
月
１
日（
火
）

　
　
　
午
後
１
時
１５
分
〜
１
時
４５
分
受
付

対
象
　
平
成
２５
年
５・６
月
生
ま
れ
、

　
　
　
平
成
２７
年
３・４
月
生
ま
れ

■
５
歳
児
健
診

日
時
　
11
月
22
日（
火
）

　
　
　
午
後
１
時
〜
１
時
４0
分
受
付

対
象
　
平
成
２３
年
８・９・１０・１１
月
生
ま
れ

■
母
子
健
康
手
帳
の
交
付

交
付
日
　
毎
週
木
曜
日

※

都
合
の
悪
い
方
は
い
き
い
き
健
康
課

保
健
師
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

時
間
　
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時
１５
分

場
所
　
い
き
い
き
健
康
課
窓
口

　
　
　
℡（
6
2
）9
9
7
3

■
社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る
無
料
年
金
相
談

日
時
　
１1
月
22
日（
火
）午
前
9
時
〜
午

後
4
時（
午
後
０
時
〜
１
時
を
除
く
）

場
所
　
役
場
応
接
室

　
正
社
員
・パ
ー
ト
・ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
、

雇
用
形
態
に
か
か
わ
ら
ず
、ひ
と
り
で
も

労
働
者
を
雇
っ
て
い
る
事
業
主
の
方
は
、

労
働
保
険（
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
）に

加
入
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

　
就
業
時
間
数
に
か
か
わ
ら
ず
、労
働

者
に
対
し
て
は
労
災
保
険
が
加
入
対
象

と
な
り
、１
週
間
の
所
定
労
働
時
間
が
２０

時
間
以
上
、か
つ
、３１
日
以
上
の
雇
用
見

込
み
あ
る
労
働
者
は
雇
用
保
険
の
加
入

対
象
に
も
な
り
ま
す
。

労
働
保
険
の
問
い
合
わ
せ

　
都
留
労
働
基
準
監
督
署

　
℡
0
5
5
4‐4
3‐2
1
9
5

雇
用
保
険
の
問
い
合
わ
せ

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
富
士
吉
田

　
℡
0
5
5
5‐2
3‐8
6
0
9

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
月

　
℡
0
5
5
4‐2
2‐8
6
0
9

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
都
留

　
℡
0
5
5
4‐6
1‐5
1
4
1

　
た
ば
こ
の
煙
に
は
、２
０
０
以
上
の
有

害
物
質
が
含
ま
れ
、が
ん
の
発
生
や
身
体

を
酸
欠
状
態
に
す
る
な
ど
の
健
康
問
題

を
も
た
ら
し
ま
す
。 

　
ま
た
、た
ば
こ
の
煙
は
喫
煙
者
だ
け
で

な
く
、受
動
喫
煙
に
よ
り
周
囲
の
人
の
健

康
に
も
様
々
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

　
長
期
間
た
ば
こ
の
煙
を
吸
う
こ
と
で
、

「
が
ん
」「
狭
心
症
・
心
筋
梗
塞
」「
慢
性
閉

塞
性
肺
疾
患
」「
呼
吸
器
障
害
」「
歯
周
病
」

「
白
内
障
」「
胃
腸
障
害
」な
ど
の
病
気
に

な
り
や
す
く
な
り
ま
す
。そ
の
他
、肌
あ
れ・

シ
ミ・そ
ば
か
す
、学
習
能
力
が
下
が
る
、運

動
能
力
が
落
ち
て
速
く
長
く
走
れ
な
く
な

る
な
ど
の
影
響
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
た
ば
こ
の
害
に
つ
い
て
正

し
く
理
解
し
、ご
自
身
や
ご
家
族
等
の
健

康
の
た
め
に
も
、た
ば
こ
の
煙
の
な
い
社

会
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
「
た
ば
こ
を
や
め
た
い
」と
思
っ
て
い

る
方
へ
の
朗
報
で
す
。た
ば
こ
を
や
め
る

た
め
に
は
、医
師
の
診
察
と
禁
煙
補
助
薬

の
禁
煙
治
療
が
有
効
で
す
。是
非
、チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
富
士・東
部
保
健
福
祉
事
務
所

　
健
康
支
援
課

　
℡
0
5
5
5‐2
4‐9
0
3
4

　
夫
・パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
や
ス
ト

ー
カ
ー
な
ど
の
事
案
は
、以
前
と
し
て
数

多
く
発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、こ
れ
ら

の
女
性
を
め
ぐ
る
様
々
な
人
権
問
題
の

解
決
を
図
り
ま
す
。

山
梨
県
に
お
け
る
実
施
機
関

　
甲
府
地
方
法
務
局
及
び

　
山
梨
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

期
間
　
１１
月
14
日（
月
）〜
１１
月
20
日（
日
）

時
間
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
7
時

　  

（
土・日
曜
日
）午
前
10
時
〜
午
後
5
時

 

※
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
℡
0
5
7
0‐0
7
0‐8
1
0

 

　
〜
記
帳
相
談
日
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
〜

＊
毎
月
記
帳
相
談
日
を
開
設
し
ま
す
。＊

　
正
し
い
記
帳
は
税
務
申
告
の
基
礎
と
な

り
ま
す
。

　
こ
ん
な
時
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
帳
簿
の
つ
け
方
が
わ
か
ら
な
い
。

●
必
要
経
費
と
家
計
費
の
区
分
が
は
っ
き

り
し
な
い
。な
ど

１
．日
程
　
11
月
17
日(

木)

２
．時
間
　
午
前
１０
時
〜
午
後
４
時

　
　    

（
正
午
か
ら
午
後
１
時
を
除
く
）

３
．場
所
　
南
都
留
中
部
商
工
会
　
　
　

４
．対
象
者
　
個
人
事
業
者

　
恩
賜
林
組
合
で
は
、一
市
二
村
入
会
住
民
の

方
を
対
象
に
、顧
問
弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律

相
談
日
を
設
け
て
い
ま
す
。法
律
問
題
で
お
困

り
の
方
は
こ
の
機
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時
　
１1
月
8
日（
火
曜
日
）

相
談
時
間
　
午
後
1
時
〜
4
時

　
受
付
は
予
約
制
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の

で
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。な
お
、当
日

受
付
も
行
っ
て
い
ま
す
。

※

指
定
日
以
外
ま
た
は
電
話
に
よ
る
法
律

相
談
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ

　
総
務
課

　
℡
0
5
5
5‐2
2‐3
3
5
5

　
弁
護
士
が
無
料
の
法
律
相
談
を
行
い

ま
す
。（
秘
密
厳
守
）

相
談
日
時
　
11
月
3
日（
木
曜
日
）

受
付
時
間
　
午
前
１０
時
〜
午
後
３
時
３０
分

開
催
場
所
　
山
梨
県
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　 

（
山
梨
県
甲
府
市
飯
田
2‐2‐3
）

主
催
　
関
東
弁
護
士
会
連
合
会

共
催
　
山
梨
県
弁
護
士
会

　
　
　（
公
財
）山
梨
県
国
際
交
流
協
会

対
応
言
語
　
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
、ス
ペ
イ
ン

語
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
、英
語
、日
本
語
、

中
国
語

問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
弁
護
士
会
事
務
局

　
℡
0
5
5‐2
3
5‐7
2
0
2

　
お
子
様
の
見
え
方
に
つ
い
て
不
安
を

感
じ
て
い
る
方
、成
人
さ
れ
て
か
ら
目
に

障
が
い
を
持
ち
悩
ん
で
い
る
方
、視
覚
に

課
題
が
あ
る
子
ど
も
さ
ん
を
指
導
さ
れ

て
い
る
先
生
な
ど
、見
え
方
や
目
の
こ
と

で
お
悩
み
の
方
は
、お
気
軽
に
御
相
談
く

だ
さ
い
。

日
時
お
よ
び
会
場

　
１２
月
3
日（
土
） 

大
月
市
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー 

（
大
月
市
大
月
町
花
咲
１０
番
地
）

１２
月
4
日（
日
） 

山
梨
県
立
盲
学
校（
甲

府
市
下
飯
田
2‐1
0‐2
）

●
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
10
時
か
ら
午

後
3
時
ま
で
。

●
１
件
に
つ
き
約
１
時
間
の
相
談
と
な

り
ま
す
。

申
し
込
み
方
法

　
開
催
週
の
木
曜
日
ま
で
に
、盲
学
校
へ

電
話
で
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
受
付
時
間
は
平
日
午
前
9
時
か
ら
午

後
5
時
ま
で
。

　
山
梨
県
立
盲
学
校

　
℡
0
5
5‐2
2
6‐3
3
6
1

費
　
用
　
無
料

問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
立
盲
学
校

　（
甲
府
市
下
飯
田
2‐1
0‐2
）　

　
E
y
e
愛
ひ
と
み
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
℡
0
5
5‐2
2
6‐3
3
6
1

■
第
14
回
　
山
梨
の
１０
士
業
に
よ
る

　
無
料
な
ん
で
も
合
同
相
談
会

　
山
梨
県
の
１０
の
専
門
職
団
体
所
属
の

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
が
、暮
ら
し
の
小
さ
な

問
題
か
ら
事
業
の
大
き
な
悩
み
ま
で
、幅

広
く
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時
　
１１
月
２３
日（
水・祝
）

　
　
　
午
前
１０
時
〜
午
後
０
時
、

　
　
　
午
後
１
時
〜
３
時
３０
分

会
場
　
甲
府
市
総
合
市
民
会
館 

３
階
大

会
議
室（
甲
府
市
青
沼
３
丁
目
５
番
４４
号
）

相
談
員
　
山
梨
県
司
法
書
士
会
、山
梨

県
行
政
書
士
会
、山
梨
県
社
会
保
険
労

務
士
会
、山
梨
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
、

東
京
地
方
税
理
士
会
山
梨
県
会
、日
本

公
認
会
計
士
協
会
東
京
会
山
梨
県
会
、

山
梨
県
弁
護
士
会
、日
本
弁
理
士
会
関

東
支
部
山
梨
委
員
会
、山
梨
県
不
動
産

鑑
定
士
協
会
、山
梨
県
中
小
企
業
診
断

士
協
会
に
所
属
す
る
専
門
家

問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
中
小
企
業
診
断
士
協
会

　
℡
0
5
5‐2
1
5‐2
2
6
1

　
放
送
大
学
で
は
平
成
29
年
度
第
１
学

期（
4
月
入
学
）の
学
生
を
募
集
中
で
す
。

　
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
、ラ
ジ
オ
、イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
学
ぶ
通
信
制
の

大
学
で
す
。

　
心
理・教
育・福
祉・経
済・歴
史・文
学・情
報・

自
然
科
学
な
ど
、幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

出
願
期
間
　
第
1
回
　
2
月
28
日
ま
で
、

　
　
　
　   
第
2
回
　
3
月
20
日
ま
で
。

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
放
送
大
学
山
梨
学
習
セ
ン
タ
ー

　
℡
0
5
5‐2
5
1‐2
2
3
8

■
富
士
山
科
学
講
座

日
時
　
１1
月
19
日（
土
）

　
　
　
午
後
１
時
３０
分
〜
４
時

場
所
　
山
梨
県
富
士
山
科
学
研
究
所

　
　
　
１
階
ホ
ー
ル

内
容
　
富
士
山
の
保
全
と
継
承・富
士
山

の
適
正
利
用
に
向
け
て

対
象
　
ど
な
た
で
も

参
加
費
　
無
料

申
し
込
み
　
不
要

問
い
合
わ
せ

　
環
境
教
育・交
流
部  

広
報・交
流
担
当

　
℡
0
5
5
5‐7
2‐6
2
0
6

■
企
画
展
〜
楽
し
い
登
山
の
ス
ス
メ
〜

日
時
　
１１
月
２８
日（
月
）〜
３
月
１７
日

（
金
）午
前
９
時
〜
午
後
５
時

場
所
　
山
梨
県
富
士
山
科
学
研
究
所

　
　
　
１
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

内
容
　
富
士
登
山
を
例
に
高
山
病
や
脱
水

症
の
仕
組
み
を
パ
ネ
ル
や
絵
で
説
明
し
、登

山
時
の
注
意
や
持
ち
物
を
展
示
し
ま
す
。

対
象
　
ど
な
た
で
も

参
加
費
　
無
料

問
い
合
わ
せ

　
環
境
教
育・交
流
部  

教
育・情
報
担
当

　
℡
0
5
5
5‐7
2‐6
2
0
3

■
も
り
の
お
は
な
し
か
い

　
　
〜
え
ほ
ん
の
よ
み
き
か
せ
〜

日
時
　
１1
月
1３
日（
日
）

　
　
　
午
前
１０
時
３０
分
〜・午
後
２
時
〜

　
　
　
所
要
時
間
１
回
約
４０
分

場
所
　
山
梨
県
富
士
山
科
学
研
究
所

　
　   

ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ（
雨
天
時
は
室
内
）

内
容
　
自
然
や
環
境
に
関
す
る
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
や
ゲ
ー
ム
な
ど
を
行
い
ま

す
。開
始
３０
分
前
か
ら
は
お
り
が
み
教

室
も
行
い
ま
す
。

対
象
　
幼
児
か
ら
小
学
校
低
学
年

　
　
　（
対
象
外
の
人
で
も
参
加
可
能
）

参
加
費
　
無
料

問
い
合
わ
せ

　
環
境
教
育・交
流
部  

教
育・情
報
担
当

　
℡
0
5
5
5‐7
2‐6
2
0
3

　
介
護
な
ど
福
祉
関
係
の
お
仕
事
を
探

し
て
い
る
方
と
企
業（
約
１０
社
）と
の
面

接
会
を
行
い
ま
す
。

　
参
加
無
料
・
事
前
申
し
込
み
不
要
・
入

退
場
自
由
で
す
。

　
福
祉
の
お
仕
事
に
興
味
が
あ
る
方
も

大
歓
迎
で
す
。

日
時
　
１１
月
２５
日（
金
） 

午
後
２
時
〜
４
時

場
所
　
富
士
吉
田
市
民
会
館

　
　 

（
富
士
吉
田
市
緑
ヶ
丘
2‐5‐2
3
）

内
容
　
求
職
者
と
企
業
と
の
個
別
面
接
、

相
談
員
に
よ
る
福
祉
関
係
の
就
職
相
談

問
い
合
わ
せ

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
富
士
吉
田

　
℡
0
5
5
5‐2
3‐8
6
0
9

〜
も
っ
と
知
り
た
い
！

　
　
戦
中・戦
後
の
暮
ら
し
〜

　
戦
中
・
戦
後
の
く
ら
し
の
様
子
を
今
に

残
す
歴
史
的
な
資
料
を
、収
集
・
保
存
・
展

示
し
て
い
る
国
立
の
施
設「
昭
和
館
」の
巡

回
特
別
企
画
展
が
開
催
さ
れ
ま
す
。本
県

で
の
開
催
は
初
め
て
と
、大
変
貴
重
な
機

会
で
す
の
で
、是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時
　
11
月
30
日（
水
）〜
12
月
8
日（
木
） 

　
　
　
午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
６
時

場
所
　
県
立
図
書
館 

イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス

内
容
　
戦
時
中
の
召
集
令
状
や
防
空
ず
き

ん
、戦
中
・
戦
後
の
教
科
書
、手
記
、写
真
な

ど
、厳
し
か
っ
た
当
時
の
く
ら
し
を
今
に
伝
え

る
多
数
の
資
料
が
、実
物
で
展
示
さ
れ
ま
す
。

入
場
料
　
無
料

問
い
合
わ
せ

　
昭
和
館（
学
芸
部
）﹇
月
曜
休
館
﹈

　
〒
1
0
2‐0
0
7
4

　
東
京
都
千
代
田
区
九
段
南
1‐6‐1

　
℡
0
3‐3
2
2
2‐2
5
7
7

期
日
　
１１
月
３
日（
木・祝
）

　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
０
時
３０
分

場
所
　
富
士
北
麓
公
園
　
陸
上
競
技
場

　
　
　（
雨
天
時
体
育
館
）

対
象
　
家
族
グ
ル
ー
プ（
必
ず
成
人
１
名

が
入
る
事
）、小
学
生
グ
ル
ー
プ（
小
学

生
だ
け
で
構
成
）※
１
グ
ル
ー
プ
４
名
と

す
る
が
３
名
ま
た
は
５
名
で
も
可

定
数
　
４０
組

参
加
料
　
１
組
　
３
０
０
円

申
込
み
　
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ

　
公
益
財
団
法
人
　
山
梨
県
体
育
協
会

　
富
士
北
麓
公
園
管
理
事
務
所

　
℡
0
5
5
5‐2
4‐3
6
5
1

日
時
　
11
月
20
日（
日
）

開
場
　
午
後
1
時
30
分

（
開
演
前
ウ
ェ
ル
カ
ム
コ
ン
サ
ー
ト
あ
り
）

開
演
　
午
後
2
時

場
所
　
富
士
五
湖
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
ふ
じ
さ
ん
ホ
ー
ル

入
場
料
　
無
料（
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
）

指
揮
　
坂
本 

修・岡 

良
介

曲
目
　
●
ア
ン
パ
ン
マ
ン
メ
ド
レ
ー 

●

音
楽
物
語「
美
女
と
野
獣
」 

●
千
本
桜 

●
富
士
五
湖
音
頭 

●
と
な
り
の
ト
ト
ロ

〜
J
A
Z
Z 

V
e
r 

他

問
い
合
わ
せ

　
℡
0
5
5
5‐2
3‐0
0
3
3

　（
フ
ジ
ヤ
マ 

小
野
） 

色
々
な
場
面
で
中
国
語
を
話
し
ま
せ
ん
か
？

日
時
　
１1
月
19
日（
土
）

　
　
　
午
前
１０
時
〜
午
後
０
時

場
所
　
下
吉
田
南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

参
加
費
　
無
料

問
い
合
わ
せ

　
J
C
E
事
務
局

　
℡
0
9
0‐7
8
4
1‐1
1
8
4

富
士
山
科
学
研
究
所

山
梨
県
十
士
会
協
議
会

11
月
は
労
働
保
険

適
用
促
進
強
化
期
間
で
す

い
き
い
き
健
康
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

南
都
留
中
部
商
工
会

記
帳
相
談
日

11
月
9
日
〜
15
日
は

『
山
梨
禁
煙
週
間
』
で
す

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権

　ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

お知らせ・催し・募集

山
中
湖
村
役
場
か
ら

お
知
ら
せ

相

　談

恩
賜
林
組
合

　無
料
法
律
相
談

外
国
人
の
た
め
の

無
料
法
律
相
談
会
（
通
訳
付
き
）

冬
の
E
y
e
愛
ひ
と
み
相
談
会

イ
ベ
ン
ト

放
送
大
学

　4
月
生
募
集

募

　集

介
護
就
職
デ
イ

　（
福
祉
関
係
就
職
面
接
会
）

昭
和
館
巡
回
特
別
企
画
展

北
麓
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
&
チ
ャ
レ
ン
ジ
ザ
ゲ
ー
ム

富
士
五
湖
ウ
イ
ン
ド
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
2
0
1
6

J
C
E
エ
ン
ジ
ョ
イ
中
国
語
大
会

広報やまなかこ 2016年11月号

税
務
住
民
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

10月4日、オギノ山中湖店のご協力を得て、店頭での募金の呼びかけを行いました。（関連　P21）今月の表紙の写真！
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日　SUN 月　MON 火　TUE 水　WED 木　THU 金　FRI 土　SAT

11月の行事予定
2016 CALENDAR

30 31 1     2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 1 2 3

 大安 赤口 先勝 友引 先負

仏滅 大安 赤口 先勝 友引 先負 仏滅

大安 赤口 先勝 友引 先負 仏滅 大安

赤口 先勝 友引 先負 仏滅 大安 赤口

先勝 友引 大安 赤口

　 図書館=山中湖情報創造館閉館日 ※開館時間（9:30～21:00）詳しくはP18をご覧ください。
　  可燃物収集日 　  不燃物収集日 　 PETボトル収集日　8:30までに指定の場所に出してください。
　  持込（可燃・不燃）　　持込（可燃のみ）=クリーンセンターへ直接搬入可能日（9:00～11:00  13:00～16:00）
　  立入日=北富士演習場立ち入り許可日　　

戸籍の窓　9月届出分

お
め
で
と
う（
誕
生
）

氏
名

　
　
　
　

   

　保
護
者

岩
下

　櫂
士

　
　
　岩
下

　聖

か
い
と

お
く
や
み（
死
亡
）

氏
名

　
　
　
　
　（歳
）
　届
出
人

天
野

　和
知

　
　（８５
）
　一  

代

高
村

　浪
枝

　
　（９０
）
　一  

宏

天
野

　米
子

　
　（８０
）
　博
太

高
村

　謙
治

　
　（８７
）
　財

河
内

　
　曠

　
　（９０
）
　清 

一 

郎

長
田

　と
ら
子

　

 （
９０
）
　安
代

世帯数

この広報はベジタブルインキを使用しています。
植物油インキ（ベジタブルインキ）は、植物性のため地球の環境にやさしいインキです。

人　口

2,918
（＋4）

161
（＋1）

2,335
（＋6）

男

2,913
（－2）

女

5,831
（＋2）

計 内外国人

PET

5歳児健診（P22）
社会労務士による
無料年金相談
（Ｐ22）

紅葉まつり終了 法律相談（Ｐ9）

地域リサイクル
役場下駐車場
９：００～１１：００

1歳6か月・
３歳児健診（P22）

山中湖村文化祭
作品展示（～６日）
芸能発表（Ｐ9）

乳児健康相談
（P22）

アートイルミネーション
（～1月3日）
（P16）

可

閉

持 持

PET

持可

持可

持可

持可

持可

持可

持可 持可

持可

持可

持可

持可

持可

不

山中湖村の人口と世帯（平成28年9月末日現在）
（  ）は前月比

立入日

立入日

持可

立入日

立入日 立入日

文化の日

勤労感謝の日

立入日

不 持

持可不 持

不 持

不 持

不 持

amanakakoamanakako広報やまなかこ

閉

山中湖村長選挙執行についてお知らせ
山中湖村高校生の就学に対する助成金について
保育の認定申請および入所申請

02
03
07

トピックス

「ダイヤモンド富士」日時・スポット（１１月）
  ３日（１５時４８分頃）
１０日（１５時３８分頃）
１３日（１５時３３分頃）
１５日（１５時３０分頃）
月末～（１５時２３分頃）

長池湖畔（ママの森下）
長池湖畔（親水公園付近）
大池浜（白鳥の餌場）
梁尻（ホテルマウント富士下）
花の都公園

赤い羽根共同募金 街頭募金


